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擦文文化期におけるこ系統のオオムギ

山田悟郎

1 はじめに

フローテーション法(浮遊選別法)の普及により、生業活動が海獣狩猟・漁労とされてきた、

オホーツク文化期の遺跡からもオオムギ、アワ、キどといった穀物穂子が出土し、擦文時代及

びオホーツク文化期の遺跡から出土したオオムギとの比較も可能となった。山田(1998) 、山

田・椿坂 (1995) で擦文時代、オホーツク文化期の遺跡からの出土作物について報告している

が、ここでは両文化の遺跡から出土したこ系統のオオムギについて再考してみたい。

2 擦文時代のこ系統のオオムギ

(1) 擦文時代の作物種子

北海道の擦文時代の遺跡から最初にオオムギの出土が報じられたのは、 1973 年の浦幌町十勝

太若月遺跡の発摺調査で、火災で焼失した 16 号住居跡からオオムギ、シソの類、アワないしそ

れに近いものの出土が報告されている(後藤 1974) 。アワについては松谷 (1980) によりキピに

訂正されている。カマド前の蜜形土器には脱穀されたオオムギがびっしりと詰まっていて、住

居中央部の板状の炭化材上からはシソ属とキピが、住居北西隅からはキピが出土したといっ

た、栽培された作物が食生活に占めるウエイトの高さを示すものであったが、この頃はまだ家

庭菜園的な横物栽培程度の認識がされていた段階であった。

擦文時代の農耕活動の解明について本格的に取り組まれたのは、 1981 年から発掘が始まり、

数多くの炭化した作物種子の存在が明らかになった札幌市サクシュコトニ}l(遺跡の調査から

で、以後道内各地の擦文時代の遺跡から作物種子の出土報告がなされるようになった。

続縄文時代の K135 遺跡からもオオムギが出土しているが、アワ、キピなどとセットとなっ

て出土し始めるのは、生活様式に大きな変化が見られる擦文時代に入ってからである。

これまでに擦文時代の 48 遺跡からアワ、キビ、ヒエ、ヒエ属、オオムギ、コムギ、コメ、ソ

バ、モロコシ、小豆、緑豆?、シソ属、アサ、ベニバナ、アブラナ科、ウリ科、ヒョウタンの

16 穣におよぶ作物種子の存在が明らかとなっている。

(2) 擦文時代ののオオムギ

以下では、 1999 年に開催された日本考古学協会釧路大会に際し、その資料集

擦文土器集成で定義されている三時期区分にもとづいて擦文時代を区分し、オオムギ

態を見ていきたい。図 1 にはオオムギが出土した遺跡の分布を示し、表 1 にはオオムギカ

した遺跡から出土した作物種子

なお、擦文時代のオオムギに?



1 アイヌ文化への道筋
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表 2 擦文時代のオオムギの計測値(単位: JMl)

! 遺 跡 名 l 長さ|幅 j 厚さ|長さ/箔
!蘭島遺跡 C地点 I6.10I3.00I..-1ｷ2
トム豆主ルウス遺跡 I6.10I3.00I2.50I2
;山明跡 I4.90I2.40I1.70 I~
4. K39 遺跡長谷工地点 , 4.7fT2.35I1.55I
5. サクシユコトニ}l/遺跡 川 30 , 2.40 ハ。

!日317遺跡 15.69I2.3~ I 首 I 2.43
7. K噛跡緑化地点 I6.20I2.40I~ぷ l

39遺跡第6 次調査 I5.30!2.50I2.0512.
9・悶 9遺跡第 7次調査 I5.70I2.40 /}.70 I~
10. K440 遺跡 I4.30 ] 2.70J2.80 1l5"9
1・脳 l遊蹴 33 制点 I5.20J3.20I:::DoI1.62
12. K441 遺跡北 34 条地点 |生 00 I2.80 , 2.20I1.
13. 香}1/三線遺跡 I5.10I3.80 I え 90 I1.34
1生番J1/ 6 遺跡 I4.90!3.10I2.50I1.58ー
チ落切}1/左岸遺跡 ハ~3.10n ハ.64
16 跳呂閑遺跡 よム36U81 f2 行主
7 十勝太制糊 I4.80I3.00I;:~~ ~
8. 札前滋跡 n∞ /2.i<f}J:30I1.
;9 雄武竪穴群遺跡 I4.25J3.02I2.391
10・北斗遊跡 L4.61Ta・ 20 I2・ 50 I
~3 カ冷有期、 4~10が中期、1l~20が後期の遺跡

1.関島 C遺跡

2.ヘロカルクス遺跡

3.K435遺跡

4.K39 遺跡第 6 次調査地点

5.回9遣隊長谷ヱ地点

6.8317 遺跡

7.サクシ品コトニ)11遺跡

8.K39 遺跡緑化地点

9.K39 遺跡第 7次潟変地点

10.務切刈左岸遺跡

1l.K441 遺跡北 33 条地点

札幌市を含む石狩低地帯以西の遺跡から出土する長粒タイプと、「擦文オオムギJ と仮称され

た、札幌市を含む石狩低地帯以北及び以東の遺跡から出土する短粒タイプが存在する。出土し

たオオムギの計測値及び長さ/幅の値は表 2 に示した。

a. 前期 (7 世紀-9世紀前半)

集落跡の分布が石狩低地帯以西に限られる擦文時代前期では、小樽市蘭島遺跡 C地点の 8

世紀頃の炉泣から 1 粒の長粒オオムギ(吉崎1990a)、泊村ヘロカルウス遺跡の 8世紀の竪穴住

居跡から、アワ、キピとともに出土したムギ類 5粒のうちの 1 粒の長粒オオムギ(吉崎・椿坂

1996)、札幌市 K435遺跡の 8 世紀前半から後半の焼土から 2粒の長粒なオオムギが出土(吉i崎

1993)。札幌市 K39遺跡 7 次調査でも、 9世紀----10世紀初頭の屋外炉、焼土粒集中、炭化物集

中から 183粒の長粒オオムギ、コムギが出土しているが計測値は不明(吉崎・繕坂200la) 。

b. 中期 (9 世紀後半-n世紀前半)

表 1 オオムギが出土した擦文時代・オホーツク文化期の遺跡から出土した作物種子

ア

オ モ ブ.

遺 跡 名 i待 期 ヒ オ コ ロ ン フ ウ
ア キ ヒ エ ム ム コ ソ コ ソ ア ナ 科リ
ワ ビ エ 属 ギ ギ メ J'{, 〉〆 息 E喜 サ 科

1.小樽市 1網島遺跡 C地点 前期 8世紀前半 。

2. 泊村ヘロカルウス遺跡 前期 8 世紀 。 。 。 。

3. 札幌市 K435遺跡 前期~後期 8 世紀前半~12世紀 震動 。 。 。 。

4. 札幌市 K39遺跡第 6 中期~後期前半 10~12世紀 。 。 。 。 。

次調査地点 後期後半 13世紀 。 。 。 。 。

5. 札媛市 K39 遺跡長谷工地点 中期前半~後半 9世紀 ~10 世紀後半 。 。 。 。 。 。

6. キL線市区 317 遺跡 中期 9世紀末 ~10 世紀前半 @ @ 。 。 。 。 。

7. 札，I市サクシュコトニ 111 遺跡 中期 9世紀中頃 ~10 世紀 @ @ 。 ftlft。 。 。 。 。 。

8. 札幌市 K39 緑化地点 中期 9世紀末 ~10 世紀初頭 。 。 。 。

前期後半~中期初頭 9 世紀後半 -10 世紀初頭 。。 。 。

9. 札筏市 K39 遺跡第 7次謁変地点 中期初 E貝~後半 10 世紀初頭 -10 世紀後半 。 。 。 。 。 。 。

10. 枝幸町洛切川左岸遺跡 中期前半~後半 9世紀頃 。 。

ll.札綬市 K441 遺跡 ~t33 条地点 中期~後期 9世紀後半 ~12 俊紀 。 。 。 ロ 。 。

12. 苫前町香川=線遺跡 中期後半~後期 10 世紀 ~ll 世紀末 。 。 ロ

13. 苫前町香川 16 遺跡 中期後半~後期 10 世紀 ~12 世紀 。 。 ロ 。

14. 札幌市 K440 選勝 中期後半~後期 10 世紀後半 ~12 世紀 Olｩ> 。。

15. 札鍔市 K441 遺跡 ~t34 条地点 後期 11 世紀中半 ~12 世紀 。。 。 ロ 。 。

16. 余市町大川遺跡 後期 11 世紀~ ftlft。 @ 選挙 @。 。 。 。 。 。

17. 佐呂間町浜佐呂間i藍跡 後期 11世紀後半~12世紀 。 ロ 。 。

18. 浦幌町十勝太若月遺跡 後期 11世紀後半~12世紀 護霊 E護 @

19. 松前町中し前遺跡 後期 11世紀後半~12俊紀 。 。 。 。 。 。

20. 根室市穏香竪穴群遺跡 後期 11-13世紀 。 。 口 。

21.雄武町雄武竪穴苦手遺跡 後期 12世紀 。 口 。

22. 鎖!路市北斗遺跡小 後期 12世紀後半-13世紀 @ ロ 。 。

a. 網走市二ツ岩遺跡 オホーツク文化期 8-9 世紀 。 。 ロ

b. 湧別町川l筒遺跡 オホーツク文化期 8-9世紀 。 。 口

c. 主主武町雄武豊E穴群遺跡 オホーツク文化期 8世紀 。 ロ

d. 枝幸町目梨治遺跡 オホーツク文化期 8世紀 。 。 ロ

9
ρ

18浜佐島問遺跡

19.;f:L前遺跡

20.;穏養護穴群遺跡

21正義武竪穴群遺跡

22.北斗遺跡

aニツ岩遺跡

bJIIi1耳遺跡

d主主主霊E穴若手遺跡

d.目梨泊遺跡

e6

ρ

鐙1000 粒以上出土

12.:香川三線遺跡

13.番)1/ 6遺跡

14.K· 斜O遺跡

15.K441 遺跡北 34 条地点

16大)1/遺跡
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選 跡 名 長さ 中高 厚さ 長さ/繕

1.間島遺跡 C 地点 6.10 3.00 2.03

2. ヘロカルウス遺跡 6.10 3.00 2.50 2.03

3. K435 遺跡 4.90 2.40 1.70 2.04

4. K39 遺跡長谷工地点 4.70 2.35 1.55 2.00

5. サクシユコトー 111 遺跡 5.30 2.40 1.80 2.20

6. H317 遺跡 5.69 2.34 1.84 2.43

7. K39 遺跡緑化地点 6.20 2.40 1.80 2.58

8. K39 遺跡第 6 次調査 5.30 2.50 2.05 2.12

9. K39 遺跡第 7 次調査 5.70 2.40 1.70 2.37

10. K440 遺跡 4.30 2.70 2.80 1.59

11. K441 遺跡北 33 条地点 5.20 3.20 2.10 1.62

12. K441 遺跡北 34 条地点 4.00 2.80 2.20 1.42

13. 香III ニ線遺跡 5.10 3.80 2.90 1.34

14. 否1116 遺跡 4.90 3.10 2.50 1.58

15. t喜切川左岸遺跡 5.10 3.10 2.00 1.64

16. 浜佐呂間遺跡 4.36 2.81 2.04 1.55

17. 十勝太若月遺跡 4.80 3.00 2.40 1.60

18. 札前遺跡 5.00 2.70 2.30 1.85

19. 雄武竪穴群遺跡 4.25 3.02 2.39 1.40

20. 北斗遺跡 4.61 3.20 2.50 1.44

1 アイヌ文化への道筋

札幌市を含む石狩低地帯以西の遺跡から出土する長粒タイプと、「擦文オオムギj と仮称され

た、札幌市を含む石狩低地帯以北及び以来の遺跡から出土する短粒タイプが存在する。出土し

たオオムギの計測値及び長さ/幅の値は表 2 に示した。

a. 前期 (7 世紀~9 世紀前半)

集落跡の分布が石狩低地帯以西に限られる擦文時代前期では、小樽市蘭島遺跡 C地点の 8

世紀頃の炉牡から l 粒の長粒オオムギ(吉崎1990a)、泊村ヘロカルウス遺跡の 8 世紀の竪穴住

居跡から、アワ、キビとともに出土したムギ類 5 粒のうちの 1 粒の長粒オオム

1996)、札幌市 K435遺跡の 8 世紀前半から後半の焼土から 2粒の長粒なォオ

1993)。札幌市 K39遺跡 7 次調査でも、 9 世紀.......10世紀初頭の屋外

中から 183粒の長粒オオムギ、コムギが出土しているが計測値は不B

b. 中期 (9 世紀後半~ll世紀前半)

表 2 祭文時代のオオムギの計課.IJ値(単位: nvn)

遺跡名

m
h
uqa

噌
1
命

表 1 オ オ ム ギ が 出 土 し た 擦 文 時 代 ・ オ ホ ー ツ ク 文 化 期 の 遺 跡 か ら 出 土 し た

時 期

1 ~ 3が 前 期 、4 ~ 1 0が 中 期 、 1 l~ 2 0が 後 期 の 遺 跡

1 . 衡 烏C遺 跡

2 .へ ロ カ ル ウ ス 遺 跡

3 . K 4 3 5遺 跡

4 .K 39 遺 跡 第6 次 調 査 地 点

1 . 小 縛 市5富 島 遺 跡C地 点 | 前 期8 世 紀 前 半

2 . 泊 村 ヘ ロ カ ル ウ ス 遺 跡 | 前 期8 世 紀 I
3. 札幌市 K435遺跡 |前期~後期 8 世紀前半~12世紀 lel@1
4. 札幌市 K39 遺跡第 61 中期~後期前半 10~12 世紀

次認変地点 |後期後半 13 世紀 10101 1@loB

5. 札続市 K39 遺跡長谷工地点|中期前半~後半 9世紀 ~10 世紀後半 10101 1010
6. 札幌市 H317 遺跡 |中期 9 世紀末 ~10 世紀前半 lelel@1 1010

7.札幌市サクシュコトニ}II遺跡|中期 9 世紀中頃 ~10 世紀 1.lel lolelelo
8. 札幌市 K39 緑化地点|中期 9世紀末 ~10 世紀初頭 101

前期後半~中期初頭 9 世紀後半 -10 世紀初頭

9. 脇市悶遺跡第?次髄地点、!中綴初頭~後半 10 役紀初頭~1O設紀後判。

10. 枝幸町溶切川友岸遺跡|中期前半~後半 9世紀頃

11.札緩市 K必l遺制 t33 創世点|中期~後期 9 世紀後半 ~12t 設記 ロ

lZ 苫前町香 111 三線遺跡|中期後半~後期 10 世紀 ~11 世紀末 ロ
13. 苫前町香 1116 遺跡 l 中期後半~後期 10 世紀 ~12 世紀 白

14. 札幌市 K440 遺跡 |中期後半~後期 10 世紀後半 ~12 世紀
15. 札備制 l遺制開条地点|後期 11 世紀中半 ~12 世紀 ロ
16. 余市町大 111 遺跡 |後期 II 世紀~
17. 佐呂間町浜佐呂間遺跡|後期 11 世紀後半 ~12 世紀
18. 浦幌町十勝太若月遺跡!後期 11 世紀後半 ~12 世紀
19. 松前町札前遺跡 |後期 II 世紀後半 ~12 世紀 10 で
20. 根室市穏香塗穴群遺跡|後期 1l ~13 世紀 10
21.雄武町雄武竪穴群遺跡|後期 12世紀

22.~"路市北斗遺跡 |後期 12 世紀後半 ~13 世紀

a. 網走市二ツ岩遺跡 |オホーツク文化期 8~9 世紀 1010
b. 湧別町 111 西遺跡 |オホーツク文化簸 8~9 世紀
C. 雄武町雄武竪穴苦手遺跡|オホーツク文化賂 8 俊紀
d. 枝幸町目梨泊遺跡 |オホーツク文化期 8世紀 1010
01 粒~1∞粒。 100~ を~1000 粒 ":1nnt
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18.浜佐呂間遺跡

19.:札前遺跡

20;穏香竪穴群遺跡

21主主武竪穴若手遺跡

22北斗遺跡

c

aニツ岩遺跡

bJ11西遺跡

c主主主主竪穴群遺跡

d 目梨113遺跡
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13 ，呑J If 6 遺跡

14.K. 似0 遺跡

15.K441 遺跡北 34 条地点

16. 大)11 遺跡

図 1 オオムギが出土した遺跡の分布
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9.回9遺跡第 7次調査地点

10. 落切 )11 左岸遺跡

1 1. K441 遺跡北 33 条地点
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1 アイヌ文化への道筋 擦文文化期における二系統のオオムギ

集落跡の分布が石狩低地帯を越えて東や北に広がる時期であるが、オオムギの出土は札l暁市

内の下記の 7 遺跡に限られる。 9 世紀後半から 10世紀後半の遺跡では長粒オオムギがコムギと

セットとなって出土するが、 11世紀前半にまたがる遺跡からは短粒オオムギが出土しはじめ

る。

サクシュコトニ]I[遺跡では 9 世紀後半"'10世紀の住居跡や土壌、炭化物擁護物スポットか

ら、約 2 万粒の長粒オオムギと約 6 千粒のコムギが出土し (Crawfordl987、宮崎・椿坂1990) 、

H317遺跡の 9 世紀末から 10世紀前半の炭化物集中からもコムギ、アワ、キビ、ヒヱ、アサ、

シソ躍と長粒オオムギが出土している(吉崎・椿坂1995) 。

K39遺跡では長谷工地点の 9'" 10世紀前半の住居跡カマド周辺と炭化物集中からアワ、ヒエ

属、キピ、シソ属、アサと 4粒の長粒オオムギが(吉崎・椿坂1997)、緑化地点の 9 世紀末から

10世紀初頭の屋外炉、焼土粒集中、炭化物集中から、アワ、キピ、コムギとともに 6 粒の長粒

オオムギ(吉崎・椿坂1998)、第 6 次調査では 9'"10 世紀後半の住居跡内等から長粒オオムギが

39 粒(吉崎・椿坂 2001a) 、第 7 次調査では 10 世紀初頭~後半の巌外炉、焼土粒集中、炭化物集

中から、アワ、キピ、コムギ、ヒヱ属、ウリ科、アサとともに長粒オオムギが 8 粒出土(吉崎

・椿坂 2001b) 。また、 K440 遺跡の 10 世紀後半 "'11 世紀の焼土粒集中から、 1 粒ではあるが短粒

オオムギが出土している(吉崎・椿坂 2002a) 。

C. 後期

後期にはほぼ全道一向に擦文文化の集団が進出して集落を形成するが、今のところ 11 遺跡か

ら長粒・短粒オオムギが出土し、石狩低地帯が短粒・長粒オオムギとの境界となる。

札幌市 K441 遺跡では北 33 条地点の 9 世紀後半'" 12 世紀の住居内カマド周辺および焼土か

ら、アワ、キピ、ヒエ属、コムギと短粒オオムギが 13 粒出土し(吉崎 1989a) 、北 34 条地点の 11

世紀中頃 "'12 世紀の焼土及び炭化物集中からアワ、キピ、ヒエ属、ソバ、シソ痛と媛粒オオム

ギが出土(吉崎 1989b) 。

石狩低地帯以北では、日本海側の苫前町香川三繰遺跡の 11 世紀中葉'" 12 世紀初頭の住居内の

貯議穴からキピ、アワと短粒オオムギ 3粒が出土し (Crawford1986) 、対岸に位置した香川 6

遺跡の 11 世紀 "'12 世紀の住居床面やカマド周囲などからアワ、キピ、シソ罵と短粒オオムギ 1

粒が出土(吉崎 1987) 。

オホーツク海側では枝幸町落切川左岸遺跡の、 11 世紀後半から 12 世紀の住居跡からキビと短

粒オオムギが出土し(吉崎・椿坂 1999) 、雄武町雄武竪穴群遺跡では 12 世紀の住居跡からキピ、

シソ属と媛粒オオムギ 18 粒が出土し(山田 1995a) 、佐呂間町誤佐呂間遺跡の 11 '"12 世紀の住居

内からキピ、アサと短粒オオムギ 6 粒が出土(山田ほか 199 1)。

太平洋側では浦幌町十勝太若月遺跡の 11 世紀後半から 12 世紀の住居跡からは、キピ、シソ躍

と土器につまった状態で短粒オオムギが出土し(松谷 1980 、山間・椿坂 1993) 、銀1/路市北斗遺跡

の12 世紀から 13 世紀の住居跡から、キピ、小豆、アサと短粒オオムギ 8 粒が出土(山閏 1995b) 。

根室市穂香竪穴遺跡の 11 世紀 "'13 世紀の住居跡からもオオムギが出土しているが(吉崎・椿坂

2001c;2002b)、破損が激しいが謹粒オオムギの可能性が強い。

後期に出土したオオムギの多くが短粒タイプであるが、石狩低地帯以西の松前町札前遺跡で

は、 11 '"'-'12世紀の住居内からアワ、キピ、コムギ、コメ、モロコシと長粒オオムギが出土(山

田・椿坂1989 ;1991)。また、余市町大川遺跡でも長粒のオオムギが出土しているが、詳縮は不

明である(吉崎1990b) 。

以上のように擦文時代前期から後期までの22遺跡からオオムギが出土しているが、中期まで

は札i幌市を含む石狩低地帯以西では長さ/幅の値が1. 85"'2.58 の長粒オオムギがコムギとセッ

トとなって出土する例が多く、お狩低地帯以東や以北の遺跡では長さ/幅の値が1. 34'"1.64 の

短粒オオムギが出土するがコムギは出土しない。また、擦文時代の遺跡が集中している千歳市

や恵庭市の選跡からは、今のところオオムギは出土せず、石狩低地帯以闘では日本海側もしく

は日本海に隣接した遺跡からのみオオムギが出土する現象がみられる。

擦文時代の遺跡から短粒オオムギが出土するのは、擦文時代の遺跡が石狩{民地帯付近から道

北、道東に進出する中期以降の 10 世紀米から 11 世紀以降になってからで、後期になると札幌市

内の遺跡から出土するオオムギも短粒タイプとなり、長粒タイプのオオムギは石狩低地帯より

西の余市町や松前町の遺跡に限られる。この時期、札幌市内では鐙粒タイプのオオムギとコム

ギがセットとなって出土する。

長粒タイプのオオムギは、本州東北地方の平安時代の遺跡から出土するものと問じオオムギ

で、そのルーツは本州に辿ることができるが、短粒タイプのオオムギについては、オホーツク

文化の遺跡から出土するまで、このタイプのオオムギがどのようなルートで北樽道にたどり着

いたか不明で、あった。

3 オホーツク文化の遺跡からもオオムギが出土した

オホーツク梅沿岸部で展開されたオホーツク文化が、海上での狩猟・漁労を主な生業とした

海洋適応集団によって担われ、大陸との交易活動を行っていたことは多くの研究者によって明

らかにされてきた。数多く出土した獣管、魚脅、脅角製狩猟用具、大陸製品などが註目される

ことがあっても、植物性の遺物には関心が示されることはなかったが、下記の 4遺跡からはオ

オムギ、アワ、キピといった穀物種子が出土する。計測値、長さ/幅の値は表 3 に示した。

網走市二ツ岩遺跡では、 8 世紀末から 9世紀の貼付文土器を伴った 2号住居内

ら、アワ、キピとともに煮沸された媛粒オオムギが31粒出土し(山田ほか1991) 、

跡でも 8 世紀から 9 世紀の貼付文土器を伴った 3軒の炉跡、脅探、床面からアワ、キピ

に、 11粒の短粒オオムギが出土(吉崎1995) 。

雄武町雄武竪穴群遺跡では 8 世紀から 9 世紀初頭の、沈繰・
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コフ遺跡、セミ・ピヤトナヤ I .璽遺跡の 4遺跡から裸性短粒オオムギ、コムギ、キピ、アワ、

小豆、エゴマなどが出土。セミ・ピヤトナヤ盟遺跡からのオオムギは破片のみで計測不能。

鉄器持代 オリガ文化期(1 .......8 世紀) :シニア・スカリ遺跡から多最の裸性短粒オオムギ

とキピ、アワが出土。オオムギを使用した14C年代測定値は1， 490土 80y. B.P. である。

融海時代 (8 役紀 .......10 世紀) :コンスタンチノフカ遺跡から、コムギ、裸性姪粒オオムギ、

キピ、アワ、ソパ、小豆、エゴマ、アサが出土。

金時代 (12.......13 世紀) :アナニエフ・ガラデ、イツシュ、イズベスト・コバヤ・ガラディッシ

ユから、コムギ、オオムギ、アワ、キピ、ヒエ、ソバ、小豆、エンドウ立、エゴマ、アサ、モ

ロコシ、ベニバナが出土するが、この時期から裸性姪粒オオムギに加えて皮性長粒オオムギが

出土する。

アナニエフ・ガラディッシユでは 8軒の住居跡からオオムギが出土しているが、ここでも短

粒タイプと長粒タイプのオオムギが混在する。短粒タイプは裸性で、長粒タイプは皮性である。

イズベスト・コバヤガラディッシュでは住居内のカーンと土器内からオオムギが出土し、ヵ

ーンから出土したオオムギは長粒で、土器内から出土したオオムギは短粒オオムギである。

以上のように、初期鉄器時代前期から勘海時代(紀元前 6 世紀 .......10 世紀)まで、沿帯地方で

は長さ/幅の値が1. 43.......1.68 の裸性短粒オオムギが栽培され、金時代 (12.......13 世紀)になって

長さ/幅の値が1. 86.......2.12 の皮性長粒オオムギも加わり、両タイフ。のオオムギが栽培されてい

たことが明らかになった。オホーツク文化の集団が大陸との交易を行っていた頃、沿梅地方に

は裸性短粒オオムギとやアワ、キピが存在していた。

5 オホーツク文化から擦文文化!こ受け継がれた矩粒オオムギ

擁文文化はその成立にあたって、東北地方北部の農耕文化の強い影響を受けており、北梅道

には東北地方北部での農耕から水稲稲作が脱落した農耕形態が持ち込まれ、北海道の石狩低地

帯以西の地でアワとキピが主体となり、オオムギ、コムギなども栽培する雑穀農耕が始まる。

東北地方北部では表 5 に示したように、青森県の李平下安原遺跡(浪問1987)、岩手県では

五蕗 E遺跡(松谷1986)、江刺家遺跡(佐藤1984)、古館立遺跡(佐藤1986) から長粒タイプの

オオムギが出土している。道内の遺跡から出土した皮性長粒オオムギの長さ/幅の値は1. 85.......

2.58 、東北地方北部の植は1. 89.......2.38 で、その形態や大きさ、長さ/幅の値から、石狩{民地帯

以西の擦文時代の長粒オオムギと同じであることがわかる。

擦文時代前期の遺物が客体として出土する程度で、集落が形成されてはいない頃、

ク文化の遺跡からもオオムギとアワ、キピが出土する。出土し

遺 跡 名 長さ 縞 厚さ 長さ/繕

マフヤ・パドシェスカ 5.04 3.36 2.54 1.50
クロノフカ 4.45 3.10 2.30 1.43
コルサコフ 4.23 2.53 1.76 1.67
セミ・ピヤトナヤ 1 4.20 2.90 2.33 1.44
シーア・スカリ 5.22 3.28 2.30 1.59
コンスタンチンノフカ 4.90 3.23 2.61 1.51

イズベスト・コパヤ 5.13 3.36 2.62 1.52

イズベスト・コパヤ 4.96 2.66 2.21 1.86

アナニエフ 20 号住居 4.90 3.00 2.30 1.63

アナーエフ 34 号住居 4.68 2.77 2.14 1.68

アナーヱフ 47 号住居 4.98 3.20 2.44 1.55

アナニエフ 90 号住居 5.14 3.31 2.50 1.55

アナニエフ 37 号住居 5.29 2.93 2.18 1.80
アナニエフ 56 号住居 5.01 2.66 1.96 1.88

アナーエフ 67 号住居 5.10 2.40 1.80 2.12

アナーエフ 71 号住居 4.78 2.54 1.98 1.88

表4 沿海地方から出土したオオムギの計浪~値(単位:附 n)
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るべき床面から、キピとともに煮沸された短粒オオムギ 2 粒が出土し(山田1995

枝幸町目梨泊遺跡の 8 世紀から 9 世紀初頭の披状貼付文・擬縄貼付文土器を伴った住居で

本来であれば脅塚がつくられる長軸南西側からアワ、キビと短粒オオムギ11粒が出土して

いる(吉崎・椿坂1994) 。

擦文時代前期に石狩低地帯以西に集落の形成が限られ、長粒タイプのオオムギが作られてい

た 8 世紀から 9 世紀にかけて、オホーツク海沿岸を主な活動域としていたオホーツク文化期の

遺跡では、形態の異なる長さ/幅の値が1. 29.......1.55 の短粒オオムギが、アワやキピといった作

物ともに利用されていた。

オホーツク文化の集団が大陸との交易で、金属器をはじめとした各種の大陸製品を入手し、

豚ももたらされていることから(菊池 1976 、天野 1994) 、それらとともに穀物が持ち込まれてい

たことも考えられる。

4 大陸沿海地方のオオムギ

1990年、 Yanushevich ほかによりロシア沿海地方の遺跡出土の作物について報告され、そ

のなかに石狩低地帯以北から出土する短粒オオムギの計謝{直に類似したものが見受けられた。

1993年、ロシア科学アカデミ一極東支部極東諸民族歴史・考古・民族学研究所が保管する、沿

海地方の遺跡から出土した作物調査を行い、初期鉄器持代前期ヤンコフスキー文化期(紀元前

7 世紀頃)から金時代 (12.......13世紀)までの遺跡出土の作物の中に、オホーツク文化の遺跡出

土のオオムギと同形態のオオムギを見いだした。計誤'Hi直、長さ/幅の値は表 4 に示した。

初期鉄器時代前期 ヤンコアスキー文化期(紀元前 6 世紀頃) :マラヤ・パドシェスカ遺跡

4号住居内から裸性短粒オオムギとキビが出土。オオムギを使用した14C年代測定値は2， 510土

80y. B. P. である。

初期鉄器時代後期 クロノフカ文化期(紀元前 6世紀.......1 世紀) :クロノフカ遺跡、コルサ
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6 おわりに

8 世紀頃の擦文文化には本州から皮性長粒オオムギが伝播し、オホーツク文化には大陸から

裸性短粒オオムギが伝播し、北海道では擦文文化が解体する約500年間にわたって、石狩低地

帯を境界としでその西側と東側に、南の本州からと北の大陸沿海地方から伝播してきたニ系統

のオオムギが存在していた。日本列島の北に位置した北海道では、栽培された作物にも南北か

らの影響をみることができる。

今後は長粒・短粒オオムギの利用がいつ頃まで遡れるのか、そして続くアイヌ文化期のなか

でどのような位置を占めたのかを明らかにしていきたい。

9 世紀末に道東ではオホーツク文化と擦文文化の融合が始まり、トピニタイ文化が始まる(右

代199 1) 0 操性短粒オオムギが石狩低地帯以東・以北の擦文時代の遺跡から出土するのは10世

紀末から 11世紀で、中期以降に道東、道北に進出した擦文文化のなかにオホーツク文化が吸収

・解体される過程で擦文文化の集団の作物セットに組み込まれ、擦文文化が解体する13世紀頃

まで石狩低地帯以東と以北の地で栽培されていたことを示している。
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く、長さ/幅の値が1. 29""'"1.64 の短粒形のオオムギである。

に類例はなく、大陸沿海地方で初期鉄器時代前期から金時代まで栽培

43""'"1.68 の裸性短粒オオムギに類例を求めることができる。

椿坂 (1998) によっては、北海道で出土している長粒オオムギは皮性であり、短粒オオムギ

は裸性であることが明らかにされており、オホーツク文化期と石狩低地帯以東及び以北の擦文

時代の遺跡から出土したオオムギは裸性短粒オオムギということになる。

オホーツク文化に影響を与えたとされる、アムール川周辺を主な文化圏とした鞍鞠文化の遺

跡から出土した作物は不明だ、が、中国の史書『説書』、 r髄書』には勿吉一鞍鞠がアワ、ウルキ

ピ、ムギを作物としたことが記されており、韓鞄文化とほぼ並行した沿海地方のオリガ文化期

の遺跡から裸性短粒オオムギとアワ、キピが出土している。鞍輯文化の集団が直接関与したか

否かは定かではないが、今のところ裸性短粒オオムギが鞍鞄文化とオホーツク文化の交易活動

によって大陸沿梅地方からもたらされたとするのが最も考えやすい。

オホーツク文化期の操性短粒オオムギは 8 ......， 9 世紀の貼付文土器が使用された時期までたど

れるが、天野 (1994) によった、飾や鉾等の大陸製品がもたらされた時期はきわめて限られ、

その時期は 7 世紀頃に求められるとの指摘がある。まだ 7世紀まで遡るオオムギは発見されて

いないが、貼付文土器よりもー型式古い務文土器の時期まで溜る可能性が強い。

また、大陸系遺物が北海道へ伝播したルートが、アムール HI を下ってサハリン島に渡り、サ

ハリン島から北海道へとして描かれてきたが、アムール川下流域の遺跡からオオムギが出土す

ることがなく、サハリン島の当該期の遺跡から作物種子が検出されたこともなく、また金属製

品の出土例が希なことから、むしろ日本海を舟で、横切って来た可能性の方が強いと考える。

次いで、オホーツク文化の遺跡から出土したオオムギ、アワ、キピが大陸からの輸入食品で

あったのか、自ら栽培したのかが問題となる。オホーツク文化の集団が農耕を行わなかったと

すると、 8 ......， 9 世紀の聞に、食用されることによって消化されてしまうオオムギなどの穀物が

継続して持ち込まれていたことを考えなければならない。約 2世紀にわたって穀物ももたらさ

れる継続的な接触が保たれていたならば、遺跡から出土した大陸製品も多種多様になると考え

られるが、その数は決して多くはない。また、天野 (1994) は、交易活動で大陸製品を入手し

ていたのが 7 世紀頃に限られるという指摘をしている。

まだ、オホーツク文化の集団によった農耕に関する資料は乏しいが、自梨治遺跡の土壌墓に

副葬された鉄鎌(佐藤 1994) 、土墳墓の埋積土中から検出されたソバ濡花粉(山田 1994) は農耕

活動の傍証となる。また、山滞 (1982) の指摘にあるように、骨鍬、骨斧も農耕のための土掘

具としての有用性が強い。

当初は輸入食品として利用されていたオオムギなどの穀物が、その有用性からオホーツク文

化の集問のなかでの栽培化が始まり、発芽可能な状態で種子が維持されたことにより、後に擦

文文化の集団にもその栽培が受け継がれたものと考える。裸性短粒オオムギはオホーツク文化

が展開されていた 9世紀頃までは、オホーツク文化の集団のなかでの利用に限られていたよう

である。
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大陸から伝矯してきた栽培植物

山田悟郎・椿坂恭代*

Keywords·: 栽培植物(C ultivated Plants) 、オホーツク文化 (Okhotsk Culture) 、沿海地方

(PrimoryeArea) 、オオムギ (Barley) 、ソパ (Buckwheat) 、;ゴボウ (Burdock)

1 これまでの経緯

漁携、狩猟、イヌ・プタの餌育などを生業としたとされるオホーツク文化のなかで、植物性食料

資源がどのように利用されていたかについては、あまり関心が持たれることなく今日に筆っている。

そのような中でオホーツク文化の集団によった雑穀・豆類栽培の可能性を示唆したのは山浦

(1982) で、オホーツク文化の遺跡から多量に出土する骨斧、骨鍬、骨箆の用途を検討した結果と

して、 r以上の点よりするならば、道北オホーツク文化におけるブタ飼育の存在は、同時に、道北

オホーツク文化人による雑穀・豆類栽培を意味するのではなかろうか。そして、一この事によって、

耕起、砕土、護地のための、さらには豆類の収磁のための道北における骨鍬のあり方も説明される

ように思われる。正しく、プタ間育が明確となる番深井遺跡IV層において、骨斧類もセットとして

出現するのである。(略)大陸側からの新たなプタの導入を考えるとしても、十和田湖・刻文期か

ら沈線文期にかけての間断のない飼育は、プタ飼育が、道北オホーツク文化人の生業体系において、

不可欠の、しかも安定した要素であったことをしめすのであろう。そうした点からも、雑穀・豆類

栽培を考える必要があろう。J と指摘している。

加藤 (1980) によっては、道内の擦文時代の遺跡から検出されたソパ属花扮をめぐって、大躍と

の関係が強いオホーツク文化の集団が擦文時代に行なわれた農耕になんらかの影響を与えた可能性

が指摘された。加藤(1988) ではさらに具体的に、 rオホーツク文化には、飼育プタが存在したこ

とが知られている。まだ、明らかにされていないが、おそらく家庭菜園程度の農耕を行なっていた

ものと考えられる。十九世紀における沿アムール流域の漁労民でプタ飼育のツングース族が狩なっ

ていた家庭菜園と同様なものであったろうと推測している。このオホーツク文化人が、大陸から各

種の栽培植物を持ち込んできた可能性がある。アイヌ語のキピの名、シプシケップ (sipuskep) の

語幹がツングース語からの借用であると先に指摘したが、この時期にこの語が現物と一緒に北海道

にもたらされたのではないか。J としている。

いっぽうー佐々木(1984、 1993) によっつて具体的に提唱されたナラ林文化論のなかで、「その

結果~紀元前1000年紀頃までに、ブタを飼育し、ソパやムギなどの栽培を行なう文化が、東北アジ

アのナラ林地域に成立し、その文化の影響が、縄文時代後・晩期に東日本のナラ林帯の…部におよ

んだのではないかと考えられるようになったのである。 ζ の穏の東北アジアに由来する農耕文化を、

私は中尾佐助氏とともに「ナラ林文化J とよぼうというわけである。J と定義し、ナラ林文化の発

臆段階を①プレ農耕段階、@農耕段階、@崩壊段階の三段階に設定し、 r®の段階のナラ林文化も、

おそらく水田稲作農耕が東日本に展開する以前に、日本へ伝来し、日本海沿岸や東臼本の地域へ拡

*北海道大学埋蔵文化財調査室
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第 1 表 縄文時代・続縄文時代の遺跡から出土した栽培様物

O 縄文時代の遺跡

@ 銀縄文時代の遺跡

q
o

@6
s

第 1 図縄文時代・続縄文時代の栽培植物出土地点 *各遺跡のNo.は第l'表のNo.1こ対応する

-109一

闇位が撹乱された痕跡はみられず、最近になって混入したものではない。どのソパが今のと ζ ろ道

内では最も古い栽培植物である。

本州ではほぼ同時期の富山県氷見市十二潟町遺跡(安問、 1984) と新潟県巻町大沢遺跡(前山・

藤田. 1990) の 2 埠跡でソパ属花粉が検出されている。同時期の縄文時代前期の福井県鳥浜貝壕

遺 fIJ 名 ソパ オオムギ コメ アワ ゴボウ アサ シソ 1111 ヒヱ・ヒヱ 1111 ソパ燭花籾

1.南第都町ハマナス野遺跡{前期末} 。 。
~

2.余市町フゴッペ良縁(中期初頭) 。

3.南茅沼町臼尻遺跡(中期前半} O? 。

4.荷多額町臼尻 B湯島事{中期末} 。

5.小樽市忍路土場遺跡(後期中祭} 。 。 。

6.奥尻町東風泊遺跡{晩期初頭) 。

7.千鰻市ママテ遺跡{晩期末) 。

8.小梅市塩谷 3遺跡{晩期末} 。 O?
9奥尻町東鹿泊遺跡{続縄文・恵山期} 10ι
10.上磁町下添山遺跡{続縄文・恵山期) 。

1 1.白老町アヨ口遺跡(続縄文・恵山鯨} 。γ

12.苫小牧市タプコプ遺跡(続縄文・恵山矧} 。

13. 江別市街野幌 1遺跡{続縄文・後北期) 。

14.江別市冗江 ggl 渇跡{続縄文・恵山期} 。

15. 江別市!日重量平川河畔湾跡{銭縄文・ 3草山期} o
16.江別市江別太渇跡(続縄文・ 3富山~後~t期} 。 。

17.~L幌市K135遺跡{続縄文・後北期} 。 。

18.小樽市餅谷沢遺跡{続縄文・後~t期) 。 。

1)縄文時代

縄文時代の追跡から出土した栽培植物にはソパ (F，α:gopyrum .esculentumMoench.) 、ソパ栽培

が行なわれていたことを示すソパ属花紛、シソ (Peril ll1. frutescensvar.cri 申α) 、ゴボウ (Arctium

lappaL.) 、ホーズキ (Physalis sp.) 、オオムギ (Hordeum valgareL.) がある(第 1表、第 1 図)。

ソパの種実は北海道西南部の南茅部町ノ、マナス野遺跡からのもので、縄文時代前期末から中期初

頭の聾穴住居祉を埋積した土壌中から 1 粒出土している (G.Crawford 、 1983) 。埋積土からの出

土であるが、埋積される途中の窪みが生活面として利用された痕跡があるとともに、マソパ出土溜上

位にはやはり前期末から中期初頭にかけた土器片の密集盾が分布しており、出土したソバと住居の

使用年代とはそれほどかけ離れた時代のものではない。土器密集層や上位の駒ヶ岳降下火山灰にも
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がったと思われるのである。現存する北方系作物群の多くは、おそらくこの段階に伝来したもので

あろう。その日本への伝来経路としては①朝鮮半島経由、@日本海横断、@沿梅州→サハリン→北

海道→本州の三三つが考えられるが、どのJレートについても文化伝播の確実な痕跡が証明されたわけ

ではない。ナラ林文化の道としては、おそらくこの三つのすべてが機能したものと考えてよいので

はなかろうか。J とした。同様な指摘は松山(1986) によってもなされ、オホーツク文化の荷負者

によった、大臨から北梅道への作物の伝播が推定されている。

このような指摘がなされた時点では、オホーツク文化の追跡からの栽培植物の発見はなく、具体

的な資料をもとにした論議とはならなかった。その頃、北海道商南部や中央部、日本海に面した北

部の撮文時代の遺跡発錨調査に織しでは住居祉床面等の土壌を採取して行なうフローテーション作

業が導入され、各遺跡から相次いで栽培植物が発見されていた。

オホーツク海沿岸部の追跡から栽培植物が発見されたのは1989年のことであった。当館では1975

年から 1979年まで、網走市ニッ岩迫跡でオホーツク文化期の 3 軒の堅穴住居祉の発掘をした。その

過程で 2 号住居社で確認された骨尿は、時間的制約により現地での発掘が不可能となったことから、

2 ブロックに分割して館内に搬入して遺物の取り上げなどの解体作業を行なった。その際に猷骨や

人工造物の採取を終えた土法資料が保存されていた。 1988年に担って雄武竪穴群追跡から探取した

土壇資料のフローテーション作業が始まった際に、並行してニッ岩遺跡の骨埋から採取されていた

土壇資料についても同作業が行なわれ、炭化した栽培植物が存在することが明らかになった(山田・

椿披. 1989a、山田ほか. 1990。その後、オホーツク海沿岸域で行なわれた追跡の発掘調査のうち

の数カ所の遺跡で土壌のフローテージョン作業が行なわれた結果、擦文文化の 3 遺跡、オホーツク

文化の 2 遺跡から栽培植物が発見される ζ ととなった。

一方、 YanushErvich.Z;V. ほか(1990) によってロシア沿海地域の初期鉄器時代から金時代まで

の迫跡から出土した栽培植物に関する報告がなされ、これまで知られていた以上に栽培植物に関す

る情報が提供されることとなった。また、当舘が実施している f北の歴史・文化交流研究事業J の

一環で米目したロシア科学アカデミ一極東支部極東諸民法陸史・考古・民族学研究所のシャフクノ

フ教捜より、沿海地方ゐ遺跡から出土した栽培植物適体が同研究所に保管されていることが伝えら

れ、 1993年には同研究所で栽培植物調査を行なった(山田. 1994a)。

ここでは、道内の遺跡から出土した栽培植物について、オホーツク文化期に限らず、本州地域と

ロシア極東地騒との関連で、縄文時代からの動きを時代を追って考えてみたい。



(笠原. 1986) からヒョウタン (Lagenαria leucanthα Rusby varogourd，αMakino)、緑豆 (Vigna

radiata(L.)R. Wilczek) 、アサ wαnnabis sativ αL.) 、ゴボウ、シソ、エゴマ (P .f rutescens var.

japonic 1α) などの栽培植物が発見され、長野県の縄文時代中期の遺跡から出土したクッキー状また

はパン状炭化物中にエコ'マ種子が含有されることがあきらかになるなど(松谷叩 984心)、前期 2か?ら

中期にかけて他の文化要索とともに栽培槌物が日本列島釦 lにこ到違していたのは確かである iソグ一

れらの栽培種とともに日本に渡来していて、同じ円筒式土器文化圏内にあった東北地方北部を経由

して北海道に怯播してきたのであろう。ソパが出現する前期末頃から、 p北海道西南部の遺跡からは

クリ、漆器などが出現することから、これらの要素もソパとともに北海道へ怯播してきた可能性が

強い (Ulm. 1989a) 。

ソパ栽培の存在を示すソパ崩花紛は縄文時代後・晩期の遺跡から検出され始める。後期中葉の小

樽市忍路土場遺跡の氾濫源を壊禎した低湿地堆積物中からは、土器や石器はもとより、多量の木製

品、繊維製品、漆器、動植物遺体が発掘されたとともにソパ属花輪やゴボウ、…シソ、 J ホーズキなど

の栽培植物種子が出土している(山田. 1989b 、矢野. 1989a) 。ゴボウが意図的!こ栽培されたもの

かは不明だが、日本在来の縞物でないことからここでは栽培植物としたロヅぷ毘花街?\栽培椋脚立

国 d 蘭(青灰色砂・シルト)、 illc-illb 閤(黒色腐植抱層)中から出土し、 illρ~ 滋川お層の堆積が

始まる頃から樹木花粉の出現率が減少して堆積物中に多量の微細な炭化物が含有されるようになり

(山田. 1989b) 、植物栽培による森林破壊が行なわれたと推定される。

縄文時代後期中葉は、北海道に到達していた磨り消し縄文、沈線文が施文された加韓利 B式系土

器である船泊上層式・手稲式土器がほぼ全道一円に拡り、関東以北の北日本がほぼ同ーの土器文化

圏となった時期でもある。サハリン島西海岸のネベリスク市 (I 日本斗町)の博物館には、戦前に本

斗町で収集された船泊上層式土器が展示されており、また、旧樺太庁博物館(現サハリン州郷土博

物館)には真岡町〈現ホ Jレムスク市)出土の船泊上崩式に類似した土器が収納されていたとされて

おり(新岡・宇田lIl. 1992) 、船泊上層式土器が宗谷梅峡を越えてサハリンまで達していたことを

示している。輿水・野村(1 990) によっては、ほぼ同時期頃のサハリン中部ザパドナヤ V遺跡から

山土した 3 点の黒耀石が北海道産であることが報告され、加藤(1 975) によっては、やはり後期中

葉の礼文町船泊砂丘遺跡などから出土した員製S¥3i 1こ類似した貝製の玉がサハリン北部や大陸東部

の遺跡から出土する ζ とが報告されている。サハリンから出土したこのような追物は、後期中葉に

北日本一円をおおった土器文化の影響が北海道を越えた周辺地域まで及んでいたことを示すもので、

この時、北・海道とサハリンまたは大陸の文化との聞で接触があった可能性が強い。

晩期には亀ケ悶系の奥尻町東風泊遺跡の晩期 i初頭の造物飽合層〈山田. 1980) 、タンネトウ L系

の千戯 ifj ママチ追跡(山田. 1983a) の襲穴住居祉床面からソパ繭花粉が検出されている。津軽海ゐ

棋以南の日本列島でも後・晩期の遺跡からのソパ属花粉検出例が増加しており(那須. 1981 、安田，

1984 、山国. 1992) 、この頃になって再度ソパ栽培が日本各地に広がったと考えられる。小樽市埴

苓 3 遺跡では晩期末と推定される土壊中からオオムギが出土しでいる一(吉崎. 1990 心。

2) 統縄文時代

北海道以南の日本列島では水稲稲作をともなった弥生文化が展開されるが、稲作が及ばなかった

北海道は縄文以来の伝統を引き継いだとされる続縄文文化の時代となり、以南の地域とは異なった

文化の道をたどることになる。

この時期の前半期には、東北地方北部の弥生式土器に類似した恵山式土器を共有する土器文化闘

が石狩低地帯以南に J~I 或されている。そこからのソパ属花紛の検出例は 6 例と、前の時代よりもは
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るかに増加し、恵山式土器文化圏内でソパ栽培が行なわれていた(山田. 1~92) 。稲作農耕は津軽

海峡をこえることはなかったが、弥生文化の影響によってソパ栽培などの畑作が行なわれ始めたも
のと考えられる。

車山式土器文化から後半期の後北式土器文化への移行 j聞にあたる、江別市・江別太遺跡はヤナ状の

木列などが発掘され鮭漁が行なわれたことが知られている遺跡であるが、ここからは野生の竪果や

果実の種子とともにゴボウ (Afctium l，α~ppaL.) とアサ wαnnabis sativaL.) の種子が出土して

いる(矢野. 198 1)。アサは繊維や、種子からの力lJが利用できる栽培植物であるが、ゴボウについ

ては利用法が不明で・、人間もしくは作物にともなった随伴雑草であった可能性もある。

続縄文時代後半期(後北式 C 2 -D 式土器)には、札幌市 K135 遺跡西 4 丁目地点からはオオムギ

(HordeumvalgareL.) 、ムギクサ (H.murinum) 、ヒメニラ (A lliummonanthum) が出土する

CG.Crawford.1987a) 。同遺跡も鮭漁を行なった遺跡である。文化層は後北式 C2 … D式土器の古

い時期にあたる第 I 文化局、後北式 C2-D 式土器の新しい時期にあたる第 H文化題などに区分さ

れ、第 I 文化層からは東北地方の弥生時代終末期の天王山式・赤穴式土器、弥生系の土製紡錘車、

ガラス玉ー管去と、サハリン南部や北海道北部を主な分布域とした鈴谷式土器、五角形の石銀、角

柱形石斧が出土して、南の弥生系文化と北の鈴苓系文化との接触があったことが明確となる。ヒメ

ニラとムギクサは第 I 文化層から、オオムギ lま第 E文化愚からの出土である。

ほほ・同時期の小樽市餅屋沢遺跡の土壌内からはコメ COryza sativavar .j aponicum) とオオムギ

が出土し〈吉崎 .1990b) 、続縄文時代後半には本州方面からコメまでがもたらされる状況となって

いたことを示している。

東北地方の弥生時代終末期の土器は、北海道西南部の遺跡からも出土するほか、鈴谷式土器もま

た江別市坊主山遺跡や余市町フゴッペ洞窟遺跡で後北式 C2'-D 式土器に共伴することが知られて

いる。だが、北や南の土器が北海道から出土するだけでなく、後北式 C.' C2-D 式土器は東北地

方にも進出し、青森県から宮城県付近を分布域とし、新潟県がその南限となっている。東北地方で

は、 4~5 世紀には稲作農耕集団が岩手県南部まで、 7 世紀頃には問摂北部に達し、後北式 C2 …

D土器や続縄文時代時代終末期の北大式土器が、それらの稲作を行なって巾遺跡から出土ーしてお

り(今泉 ..·1992) 、東北地方の各所で続縄文時代後半期の文化と稲作農耕文化とが接触していたこ

とを示している。

後北式土器はサハリンからも出土しており、 ζの時期には北海道を舞台として南や北との文化と

の聞で接触が行なわれていただけでなく、北海道からも北や南に進出してそれぞれの地域で異なっ

た文化との接触が持たれていたのである。上野(1 992) で指摘されているように、 ζのような文化

接触を繰り返すことにより、農耕の色彩が強い擦文文化が誕生する基礎ができあがったものと考え

られる。このような接触の過程で栽培植物のオオムギやコメなどは南から、北方系作物のゴボウ、

ゴボウと同様にロシア沿海地方やアムール川中流域に自生するアサは北から、一それぞれ北海道に到

達したものと考えられる。しかし、 ζの時代にはまだ漁掛・狩猟・採集が主たる生業で、ソパ栽培

などによる農耕は補助的なものでしかなかったであろう。

この時代にソパ栽培などが行なわれたのは石狩低地帯周辺および以南の地域で、今のところ石狩

低地帯をこえた北の地域で栽培植物は発見されていない。

3) 擦文時代

8 世紀から 12 世紀まで続いた擦文文化が成立するにあたって大きな影響を与えたとされるのが、

東北地方北部で稲作農耕を符なった土師器をもった農耕文化である。土器からは縄文が消え、
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道内の追跡から出土した栽培緩物一覧

渇 "
書 7'7 キピ ヒZ ヒxB ‘~. 7"Uｷ114ｷ ,," ソパ 回時 n..~ lUi? シソ圃 7さす 内t :A "t 11 討科 ウリ純 ソバ圏在鶴

\.i lll 掴園野'遺跡 。

2. '1' 8市主角山口軍陣 。

3. 車嵐市柏*J11l 1通路 。 。 。

4.11 鹿市民 PA lI1 5迫圃
。 。

5. 札.iliK43S 遺跡
。 。 。 。 。 。

6. 小縄市 lilAC 直圃
。

7. 札楓市!tクシユコトエ III 軍掴 。。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

8. 札楓粛 K4 引退揖
。 。 。 。 。 。 。

9. 翠1111 官車広圃週踊 。 。

lOA ‘平副高帥追跡
、。 o

11.冨陣町書1118 遺跡
。 。 。 。

12.吉田町番目1=組理聾 。 。 。

13.茸頃町王現III口通2・ 。

14.蝿富町量量薗路 。 。 。

15.蝿沼町嵐追跡 。

16.草書措置車"通路
~。17.適盟副草河江埠聾 。 。 。

18.桂昌IlIII1頂佳且陪遭II 。 。 。 。

19.JIII蝿町十薗主審措置盤 。 。 。

20 鍋鶴市ll:斗軍陣 。 。 。

21.担富市茜II..昼過島 07

22.総飼町批前通路 。 。 。 。 。 。

23.愈市町大III遺跡 。 。 。 。 。 010 。 。 。 。 。

24神車内町銀曹規副 。

25.由民町圏直員噂

26札岨ililt調週火場直単回付圃蝿鎗薗向通園。 。

27且宜町狙穴明週盤{盟主主化3 。 。 。

A創車市立ツ岩道陣 。 。 。

自.箆8町薗劃埠温匝 。 。 。

C掴E町B1I温且It(オ* ツク主化】 。 。

o 1111以上自由主 9 轟量巳出土

もそれまでのものとは異なった造り付けのカマドを備えた方形の住居にかわり、鉄器が多量に使用

されるようになって石器が消え、鍛冶の技術や機織の技術も導入されるなど、 Jそれまであったもの

が姿を消し新たな文化要素が導入され、その初期には東北地方北部の末期古墳に類似した「北海道

式古墳j と呼ばれる墳丘基もみられるなど、以前とは文化内容が大きく異なる。北海道の各遺跡か

ら多種の栽培植物が出土し始めるのも、擦文文化の時代に入ってからである。第 2 表には各遺跡か

ら出土した栽培植物、第 2 閣には栽培植物が出土した遺跡の分布を示しであるo

擦文文化の遺跡は農耕に適した河川に面した沖積低地に立地することが多く、オオムギ、コムギ

(Triticumaestiuum) 、アワ (Setaria italic α) 、キピ (Panic U1 n···miliaceum) 、ヒエ (Echinochlo α

utilisOhwietYabuno) 、モロコシ (Sorghum uulg ，αre) 、ソパ、小豆 (V.angularis var;angularis) 、

緑豆?、ベニバナ coα rthamus tinctoriaL.) 、シソ鴎 (P.sp.) 、アサ、アブラナ科、ウリ科、ホー

ズキ、コメなど 15 種類の栽培植物が出土するほか、鉄製の鍬先〈鋤先)、鎌、斧など農具として利

用された鉄器も出土するなど、佐々木(1 99 1)によって提示されているナラ林文化における農耕段

階(ナラ林型雑穀畑作文化)に達していたといえよう。しかし、擦文時代の生業は河川を中心にお

いた漁掛?狩猟で、雑穀栽培はあくまでも補助的なものであったとする見解がまだ支配的である

(沢・西， 1975 、宇田川， 1979 、藤本， ..1979) 。 ん町

数多く出土し芳いる栽培植物の中でも、 tコメについては道内で栽培された可能性は低く、本州か

ら導入されたものと考えられる。また、ヒエについても遺跡から出土するのは余市町大川遺跡から

のものがあるだけで、それも多量の米などとともに出土しており〈吉崎， 1990c) 、ヒエについても

掠文時代には本州で収穫されたものが商品として渡米してきたものと考えざるを得ない。アイヌ民

族によって古くから栽培され最も大事な穀物とされてきたヒエは、その祖先にあたる擦文文化の人々

によって栽培された可能性は低いのである。

擦文時代を便宜的に前期 (8 世紀明)、中期 (9......10 世紀〉、後期 (11 世紀 ......12 世紀)の 3 期に区
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第 2 図擦文文化・オホーツク文化期の栽培植物出土地点

*各遺跡のNo.は第 2 表のNo.1こ対応する。

分して栽培植物の出土状況をみると、次のような変遺をだどるふ

擦文時代の前期に栽培植物が出土する遺跡の大部分は石狩低地帯周辺に分布する。小樽市蘭島C

Z;;;J3171);官官;:TTGJi品点、〈ftf;昔、 1??と
干、ァサ、シソ属、ヒエ属(吉椅， 1993) などの報告があるほか千歳市コ角山D遺跡、酒館市鶴
野 2 遺跡の住居床閣ではソパ購花粉が検出されている(山田，ふ8、 1叩9回
擦文時代中期に lはま札幌市サクジユコトニ}川II遅遣1跡のオオムギ、コムギ、ァヮ、キピ、コメ、 A首

おお、L24辺二ffrtiZJ;;rzztr訟
の報告があり、この時期になって初めて石狩低地帯以北の日本海沿岸地域から栽培植物が出土し、
雑穀農耕が行なわれた範囲が道北部の日本海沿岸地域まで拡大していたことがわかる。中期から後
期にかけた小平町高砂遺跡からのソパ属花粉と線豆? (山田， 1983b)、苫前向番1116 遺跡からのオ
オムキ、ァヮ、キピ、ジソ属(吉崎， 1988) などの報告もある。

後期になると、臼本海沿岸の天塩川河口り天塩111日遺跡〈山田， 1975)、天塩1川II を遡つ〆たた内陸に

;;;;霊Z;立;f君T?Jr山叩田 側、名鰭寄市糊智東蜘H遁蹴跡(伽山畑田 m附〉川カかω‘
巴、ぺニパナ、緑草(河野， 1叩95叩9、松谷叩98邸6a臥一山田.椿坂 … i印99白1a心〉が出

土するなど、雑穀農耕はさらに北の地壊まで進出するとともにオホーツク海沿岸域や道東地方でも
雑穀農耕が行なわれる。オホーツク海沿岸の佐呂間町浜佐日間遺跡のオオムギ、キピ、ジソ閥、ァ
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サ(山田ほか， 1991)、内陸の遠軽町寒河江追跡のキピ、アワ(山田・祷坂， 1994)、雄武町雄武竪

穴群遺跡のオオムギ、キピ、シソ属(山田， 1995a) など、根室から十勝地方では根室市西月ケ丘

遺跡のキピ又はモロコシ(八幡ほか， 1966)、浦幌町十勝太若月追跡のオオムギ、キピ、シソ属

(後藤， 1974、松谷， 1980)、釧路市北斗遺跡のオオムギ、キピ、アサ(山田. 1994a、 1995ゆが報

告されている。一方、北海道中央部から

西南部では、札幌市 K441遺跡北部条地

点のアワ、ヒエ属、キピ、オオムギ(吉

崎 1989a)、同追跡北34条地点のオオム

ギ、アワ、キピ、ヒエ属、ソパ、シソ儲

(吉崎， .1989b)、余市町大川追跡のコメ、

オオムギ、コムギ、アワ、ヒエ、キピ、

ソパ、モロコシ、シソ賄、アサ、小豆、

アブラナ科(吉崎， 1990c)、神恵内村観

音洞窟のアワ(石附・石川. 1984)、松

前町札前追跡のコメ、オオムギ、コムギ、

キピ三、アヮ、モロコシ〈山田・椿坂，

1989d、 1991b) の報告があり、奥尻町

青苗遺跡からソパ崩花粉の検出が報告さ

れている(山田 1981)。このように擦

文時代後期になると、 iまぼ全道各地から

栽培植物が出土し雑穀栽培を主とした農

第 3表北海道・東北地方の各追跡から出土した

オオムギの計制IJ平均値(単位mm)

i!銚名 :!lさ 舗 P事さ :!lさ/鋸

1.札根市サクシュコトニ川 5.3 2.4 1.8 2.2

2. 訟前町札前 5 2.7 2 1.85

3. 札幌市 K441 4.2 2.9 2.3 1.44

|一~一 ・苫前町香 III “級 5.1 3.8 2.9 1.34

苫前町香/116 4.9 3.1 2.5 1.58

6. 鴻観町十朗太若月 4.8 3 2.4 1.6

7.網走iIi=ツお ハ 4.29 2.93 2.38 1.46

8.佐呂間町汲佐呂間 4.36 2.81 2.04 1.55

9. 諸手県五庵 i 4.39 2.85 2.44 1.54

10. 省手県:0:1 111 6.43 3.39 2,84 1.89

11. 治手県江 'I 京 5.53 2.83 2.23 1.95

12. 諸手県古館 II 4.93 2.07 2.62 2.38

13. 青海副院李平下安原 5.3 2.6 2.2 2.03

14. 鳩玉県 III 館市鱒一中学技敵地 5 2.3 1.8 2.17

15. 千JI \I下北原 5 2.7 2.2 1.85

16. 綾$町民製 la 4.54 2.99 2.09 1.51
17. 総武富 UUtll 穴欝(オホーツク} 4.75 3.5 2.6 1.35
18. 雄鼠町雄武思穴軍事{録文} 4:25 3.02 2.39 1.4

19必i路市北斗 4.61 3.2 2.33 1.44

耕活動が行なわれていたことがあきらかになっている。

それぞれの栽培植物の出土状況をみると、コムギは前期から出土するがやはり石狩低地帯以南の

4 遺跡に限られ、オオ iドギ、キピ、アワ、ソパ、シソ属、アサは接文時代の全期間をとおして、ほ

lぎ全道一円で栽培志れ、小立もしくは緑立は中期から後期に、モロコシは後期になって作物のセッ

トに取り込まれている。

乙こで注目されるのがオオムギである。オオムギは接文時代の前期から後期Eまでの11遺跡から出

土Lているが、:大きなさや形態から 2 つFのグループに分類が可能である。北海道と東北地方、関東地

このが第 3表、第3 図で、その 1 つのグループがサク

2.07-3.39mmの長さに比例

mm幅 ているタイプである。後

述するオホーツク文化の

3 遺跡から出土したオオ

ムギもこの「擦文オオム

ギJ のタイプに属する。

ζ の種のオオムギは、石

狩低地帯周辺および以北

の10世紀以降の擦文時代

の遺跡から出土するだけ

で、唯一の例外は岩手県

五賂 I 遺跡の中世の新し

い時期と考えられる住居

跡から出土したオオムギ

で(松谷， 1986b)、関東

4

口10

j ・オホーツク文化 j
:0祭文文化

し日朝七. Oln実.綱--j3

さ

m

長

m

第 3 国北海道・東北地方出土オオムギ平均値

以北では{砲に類例はみられない。

擦文時代のオオムギは石狩低地帯付近をそれぞれの分布境界とした 2 タイプに区分でき、低地帯

以南を分布域とするオオムギはコムギを伴い、以北のものはコムギをともなわないのである。

4) オホーツク文化期

続縄文時代後半から擦文時代前半の 5-6世紀から10世紀にかけて、オホーツク海沿岸地域には

サハリンから南下してきたオホーツク文化が展開される。オホーツク文化は漁掛・狩猟を主生業と

し、これまで穀物などとは無縁とされできたが、~最近になって栽培植物が取り込まれていたことが

あきらかになってきた。

オホーツク文化の遺跡で出土が確認されている栽培植物は、網走市二ツ岩遺跡 2 号住居社骨塚の

オオムギ、キピ、アワ(山田・椿坂， 1989、山田ほか， 1991)、枝幸町目梨泊遺跡 4 号住居祉床面

からのオオムギ、キピ、アワ〈吉崎， 1994)、雄武町雄武竪穴群遺跡 1 号住居祉床面からのオオム

ギ、ーキピ〈山田， 1995b) である。

網走市二ツ岩遺跡 2 号住居祉骨塚からは果実の種子やオニグルミの按片などとともにオオムギ穎

果31粒、キピ頴果 2 粒、アワ穎果 2 粒が出土しているヤ第 4 表には計測可能なもの15粒のオオムギ

の計測値および平均値を示した。

住居祉床面からは藤本 (1966) による編年の e群に相当する直線 e 波状姑付文が施文されだオホー

ツク式土器が出土し、住居の幅が狭い側にあたる竪穴住居長軸上南西側の骨塚中からは東大編年に

よる擦文第 2 段階、佐藤(1972) による擦文第H期に相当する擦文式土器が出土しており、住居祉

の年代は 9 世紀頃と推定される。

枝幸町自梨泊遺跡は青銅製帯金具、小鍔、軟玉製環状垂飾、ガラス製小玉など大陸製品が出土し

た土墳墓が主となった遺跡で、住居祉も検出されている。栽鴇植物が出土した 4号住聞社では骨援

は確認されなかったが、本来であれば骨塚が形成されるべき、住居の幅が狭い側にあたる竪穴住居

長軸南西側から集中してオオムギ穎巣12粒、キピ穎果 1 粒、アワ穎果 2 粒が出土している。オオム

ギのなかで計測可能な11粒の計測値および平均値は第 5表のとおりである。吋その他に26号土境基の

埋積土からはソパ属花紛が検出され、ソパも栽培されていたこともあきらかになっている〈山田，

1994c)o2 号土壌墓墳底には擦文文化にみられる鉄鎌が剥葬された状態で出土しており(佐藤， 1994) 、
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第 3 表北海道・東北地方の各巡跡から出土した

オオムギの計測平均値(単位mm)

ているタイプである。後

述するオホーツク文化の

3遺跡から出土したオオ

ムギもこの「擦文オオム

ギj のタイプに属する。

この種のオオムギは、石

狩低地帯周辺および以北

の10世紀以降の擦文時代

の遺跡から出土するだけ

で、唯一の例外は岩手県

五持 I 遺跡の中世の新し

い時期と考えられる住賠

跡から出土したオオムギ

で(松谷..1986b)、関東

j ・オホーツク文化 j

:0祭文文化 ;
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第 3 図北海道・東北地方出土オオムギ平均値

以北では他に類例はみられない。

擦文時代のオオムギは石狩低地帯付近をそれぞれの分布境界とした 2 タイプに区分でき、低地帯

以南を分布域とするオオムギはコムギを伴い、以北のものはコムギをともなわないのである。

4) オホーツク文化期

続縄文時代後半から擦文時代前半の 5......6 世紀から10世紀にかけて、オホーツク海沿岸地域には

サハリンから南下しできたオホーツク文化が展開される。オホーツク文化は漁掛・狩猟を主生業と

し、これまで穀物などとは無線とされてきたが、最近になって栽培植物が取り込まれていたことが

あきらかになってきたσ

オホーツク文化の遺跡で出土が確認されている栽培植物は、網走市ニッ岩遺跡 2 号住居祉骨塚の

オオムギ、キピ、アワ(山田・椿坂. 1989、山田ほか;1991)、九枝幸町田梨泊遺跡 4 号住居祉床面

からのオオムギ、キピ、アワ(吉崎， 1994)、雄武町雄武竪穴群遺跡 1 号住居祉床面からのオオム

ギ、キピ〈山田， 1995b) である。

網走市ニツ岩遺跡 2 号住居祉骨塚からは果実の種子やオニグルミの核片などとともにオオムギ穎

果31粒、キピ穎果 2 粒、アワ穎巣 2 粒が出土しているσ 第 4 表には計測可能なもの15粒のオオムギ

の計測値および平均値を示した。

住居祉床童話からは藤本(1966) による編年の e群に相当する直線一・波状貼付文が施文されたオホー

ツク式土器が出土し、住居の揺が狭い側にあたる竪穴住居長軸上南西側の骨塚中からは東大編年に

よる擦文第 2 段階、佐藤 (1972) による擦文第E期に相当する擦文式土器が出土しており、住居祉

の年代は 9世紀頃と推定される。

枝幸町目梨泊遺跡は青銅製帯金具、小鐸、軟玉製環状垂飾、ガラス製小玉など大陸製品が出土し

た土墳墓が主となった遺跡で、住居枇も検出されている。栽培植物が出土した 4 号住居祉では骨塚

は確認されなかったが、本来であれば骨塚が形成されるべき、住居の輔が狭い側にあたる竪穴住居

長軸南西側から集中してオオムギ穎果12粒、キピ穎果 1 粒、アワ穎果2粒が出土している。オオム

ギのなかで計測可能な11粒の計測値および平均値は第 5 表のとおりである。 ι その他に26号土墳墓の

埋積土からはソパ属花粉が検出され、ソパも栽培されていたこともあきらかになっている(山田，

1994c)o2 号土墳墓域底には擦文文化にみられる鉄鎌が副葬された状態で出土しており(佐藤， 1994) 、

-115.....

mm 幅

耕活動が行なわれていたことがあきらかになっている。

それぞれの栽培植物の出土状況をみると、コムギは前期から出土するがやはり石狩低地帯以南の

4 遺跡に限られ、オォヰギ、キピ、アワ、ソパ、シソ属、アサは擦文時代の会期間をとおして、ほ

ぽ全道一円で栽培され、小豆もしくは緑立は中期から後期に、モロコシは後期になって作物のセ，':/

トに取り込まれている。

ここで注目されるのがオオムギである。オオムギは擦文時代の前期から後期までの 11 遺跡から出

土しているが、大きさや形態から 2 つのグループに分類が可能である。北海道と東北地方、関東地

方から出土したオオムギの計担 .IJ 平均値を示したのが第 3 表、第 3 図で、その 1 つのグループがサク

シュコトニ川追跡、札前遺跡などから出土する長さが 4.93......6 .4 3皿、縞 2.07~3.39 皿の長さに比例

して輔の狭いオオムギである。オオムギの長さ/輔の指数は1. 85 ""，， 2.38 である。類例は東北地方の

平安時代の青森県李平下安原追跡(浪岡. 19a 7)、岩手県江刺家遺跡(佐藤. 1984) 、同県五庵日遺

跡(佐藤. 1986a) 、岡県古館 H遺跡(佐藤. 1986b) などや関東地方の遺跡(直良マに求ぬ

ることができる。この種のオオムギをここでは f普通種オオムギ J と仮称する。二討、

な報告はまだであるが、余市町大川追跡のオオムギもこのタイプに躍す。ま

にはサクシュコトニ川追跡、札前追跡でも明らかなようにコムギを伴う

{自に石狩低地帯北部の苫前町香川王線逃肱同町番J11 6遺跡、雄武

幌町十勝太若月逃跡や佐呂間町浜佐民間 Ii 段跡と道央部の札幌市

後期の逃跡から出土する、長さ 4.2......5.0mm 、幅 2.8......3.8mm の、短く

ある ι オオムギの長さ/幅の指数は1. 34...... 1. 6で、吉崎・椿坂 (H

ill 銑名 Aさ 組 思~ 長さ/鍋

1.札蛾市サクシュコトー川 5.3 2.4 1.8 2.2

2.t 量的町札制 5 2.7 2 1.85

3.tl 観iliK4 41 4.2 2.9 2.3 1.44

4日5..22E 富 A~ Jl J香IIIωS 曜 5.1 3.8 2.9 1.34
前首 I書i /l l6 4.9 3.1 2.5 1.58

6. 鴻恨町十鴎太者月 4.8 3 2.4 1.6

7.網走市ーツお 4.29 2.93 2.38 1.46

8. 佐呂間町浜佐昆間 4.36 2.81 2.04 1.55

9.~ 若手県五庵 i 4.39 2.85 2.44 1.54
10. 袋手県五 .11 6.43 3.39 2,84 1.89
11. 岩苦手県江 ill 議 5.53 2.83 2.23 1.95
12. 滋琴線省銀 H 4.93 2.07 2.62 2.38

13.' 暗殺県琴平下安原 5.3 2.6 2.2 2.03
14. 1Il玉県川魁市銃一中学校数地 5 2.3 1.8 2.17
15. 千JIll 下~t 擁 5 2.7 2.2 1.85
16. 技事置 I自制 ;8 4.54 2.99 2.09 1.51
17.1 量atl lU草 at 堅穴鮮(オホーツク} 4.75 3.5 2.6 1.35
18.1 量斌町総鼠毘穴鮮(磁文} 4:25 3.02 2.39 1.4
19.釧路市北斗 4.61 3.2 2.33 1.44

サ(山田ほか. 1991)、内陸の遠軽町寒河江遺跡のキビ、アワ(山田・椿坂. 1994)、雄武町雄武竪

穴群遺跡のオオムギ、キピ、シソ属(山田.. 1995a) など、根室から十勝地方では根室市四月ケ丘

追跡のキピ又はモロコシ〈八幡ほか. 1966)、浦棋町十勝太若丹遺跡のオオムギ、キピ、シソ属

(後藤. 1974、松答.1980)、郵II路市北斗遺跡のオオムギ、キピ、アサ (111m. 1994a、 1995b) が報

告されている。一方、北海道中央部から

西南部では、札眠市 K441遺跡北33条地

点のアワ、ヒエ属、キピ、オオムギ(吉

崎. 1989a)、同追跡北34条地点のオオム

ギ、アワ、キピ、ヒエ属、ソパ、シソ!講

(吉崎.1989b)、余市町大川遺跡のコメ、

オオムギ、コムギ、アワ、ヒエ、キピ、

ソパ、モロコシ、シソ属、アサ、小豆、

アブラナ科 C吉崎， 1990c)、神恵内村観

音洞窟のアワ(石附・石川. 1984)、松

前町札前遺跡のコメ、オオムギ、コムギ、

キピ，アワ、モロコシ〈山田・椿坂，

1989d、 1991b) の報告があり、奥尻町

青苗遺跡からソパ属花粉の検出が報告さ

れている(山田. 1981)。このように擦

文時代後期になると、ほぼ全道各地から

栽培植物が出土し雑穀栽培を主とした農



他の土墳墓から出土した戯手刀とともに擦文文化との接触があったことを示している。

4 号住居祉内から出土した土器は直線状または波状貼付文もしくは波状貼付文に擬縄貼付文が組

み合った施文がな Eされており、議手刀との共伴関係から擁縄貼付文が施文された土器は 8 世紀から

9 世紀初頭に位置づけられるという(佐藤· 1994)。したがって、 4 号住居祉の年代もそれに近い

8 世紀頃のものと考えられる。

第 4表縞走市二ッ岩追跡出土オオム

ギ計測値{凶)

住居祉 長さ 暢 lJさ

2 号伎底 No:1 4.6 3.2 2.6
No.2 4.1 3.2 2.4
No.3 3.8 2.8 2.5
N白4 4.1 2.8 2.2
No.5 4.2 2.5 2.2
No.6 4.7 2.8 2.5
No.7 3.8 2.6 1.9
No.8 4.5 3 2.4
No.9 3.7 2.6 2
No.10 4.7 3 2.6
No.l1 4.5 3.2 2.3
No.12 4.4 3.2 2.5
No.13 4.5 3 2.3
No.14 4.6 3 2.5
No.15 4.2 3,1 2~8

平均倒 4.29 2.93 2.38

第 5 表 後主義町目梨泊追跡から出土し

たオオムギ計測値(nUn)

住底 i止 11 さ 組 原さ

4号住居 No.1ζ 4.4 3ι?

No.2 4.5 3.5 ?
No.3 5 3.2 2.4
No.4 5 2.9 2
No.5 4.6 2.7 2.3
No.6 4.1 3.3 2
No.7 4.4 3 2.2
No.8 3.8 2.9 2
No.9 5.6 3 2.4
No.10 4.5 2.8 2.2
No.l1 41ｷ 2.6 1.3

平均値 4.54 2.99 2.09

第 6表雄武町雄武竪穴群遺跡出土オ

オムギ計担 !H直 (mm)

住居祉 f皇室 41 厚さ

1 号住居 t止No.1 5,7 4.2 Jコ 3: 1

No.2 3.8 2.8 2.1

平均値 4.75 3.5 2.6

雄武町雄武竪穴遺跡群は石刃鉱文化期から擦文時代までの

遺跡であるが、主体となるのは擦文時代の聾穴群である。

1985 年から 1989 年までの 5 年間に、当館が「農耕と鉄 lをテー

マとして発揃調査を行ない、 4 軒の竪穴住居祉を発掘した。

擦文時代の住居を発掘調査する予定であったが、初年度に発

掘した 1 号住商社は、沈線・刻文・爪形が組み合って施文さ

れたオホーツク式土器が出土するオホーツク文化期の住聞社

であった。擦文時代の住居床面の土場を全国採取する予定で

調査を計画していたことから、オホーツク文化期の住居につ

いても問機に扱うこととした。床面に堆積した土壌中からは

オニグルミの核片、マタタピ嵐、キイチゴ属、エゾニワトコ

などの果実種子、アカザ嵐種子、タデ属そう果などとともに、

栽培縞物であるオオムギ穎果 2 点、キピ穎果 3点が出土した。

2 粒のオオムギの計測値は第 6 表のとおりである。

l 号住居からはオホーツク文化の住居に特徴的な骨壕は確

認できなかったが、住居北側から土器が出土しており、竪穴

住関長軸の北側が南側より狭まっている点から、一オオムギや

キピの穎果が出土した炉を技んだ長軸北側が本米であれば骨

塚があるべき位置である。出土した、沈線・刻文・が施文さ

れた土器は、石代(1 99 1)により 8 世紀から 9 世紀初頭に位

置づけられている土器で、住居の年代もそれに近い 8世紀頃

と推定される。なお、当遺跡の擦文時代後期の 3 軒の住居祉

内からもオオムギ、キピの穎果と、シソ諸種子が出土してい

~る。

このように、 8 世紀から 9世紀にかけたオホーツク文化期

の住居社からオオムギ、キピ、アワの穎果が出土することが

あきらかになってきたのである。また、非公式ではあるが、

網走市に所在する道立北方民族博物館によった濁別町川西遺

跡のオホーツク文化期(貼付文)の住居祉からもオオムギ、

キピ、アワの穎果が出土して!いるとのことである。雄武竪穴

群遺跡ではアワを欠くがーシオホーツク文化期の栽培植物の組

合せは;tオムギ・キピ・アワがセットとなったものであった

らしい。出土個所も骨塚もしくは本来であれ

き位置からであることに注目したい

3 追跡から出土したオオム

みると、それぞれの平均値は長さ 4.75-4.29mm 、娼 3.5-2.99mm 、厚さ 2.6-2.09mm で、長さ/幅の指

数は1. 35 …1. 51 である。大きさおよび形態的特徴は吉崎・椿坂 (1990) によって「擦文オオムギ J

と仮称されているタイプのオオムギに極めて類似しており、同じグループのオオムギと考えられる。

この種のオオムギは唯一の例外を除いて石狩低地帯および以北の 10 世紀以降の擦文時代およびオホー

ツク文化期の遺跡からのみ出土する。

オホーツク文化の集団への栽培植物の伝播ルートとしてまず考えられるのが、オホーツク海沿岸

部の擦文文化の集団からの入手である。しかし、オホーツク文化の遺跡からは土師器や初期の擦文

式土器、蕨手万や鉄鎌などの鉄器が出土し、擦文文化の集団との関に接触があったことは確かであ

るが、周辺からは 8-9 世紀の擦文文化の集落は発見されておらず、それぞれの遺跡周辺の擦文文

化の集団から入手できる状態にはない。周辺に擦文文化の集落が形成されるのは 10 世紀以降になっ

てからである。

一方、 8-9 世紀には北海道中央部の擦文文化の集団によってキピ、アワ、「普通種オオムギ j、

コムギなどが栽培されていた。アワ、キピについてはこれらの集団との接触により入手が可能であっ

たが、この時期の擦文文化の集団が栽培することがなかった f擦文オオムギ j の入手は困難である。

したがって、オホーツク文化にみられる栽培植物のセットは道内および以南の地域から伝播したも

のではないと考えられる。

オホーツク文化の追跡から出土した穀物が、彼らの生活のなかでどのような意味をもち、食料資

源の中に占めたウエイトなどについてはまだ不明な点が多く、それらは今後の検討課題であるがオ

ホーツク文化の集団の中に栽培植物が取り入れられていたのは確かなのである。

3 大陸東部の遺跡から出土する栽模様物

.1)これまでに報告されたロシア沿海地方の栽培植物

ロシア沿海地方の遺跡から出土した栽培植物については Yanushvich ほか(1990) によった報告

がある。この報告をもとに沿海地方での栽培植物の出土状態を要約すると次のようになる。

クロノフカ I (KpOYHoBKa I) 遺跡 :1982 年と 1984 年に発掘調査された紀元前 4 千年から 2

千年前の遺跡で、焼失した 2 事干の住居から土壌サンプルが採取され、住居の床面と隅から変形した

裸オオムギと大豆が検出されている。

セミピヤートナヤ I (CeMlIITJtTHaJt I) 遺跡初期鉄器時代クロノフカ文化期の遺跡で、

1983 年に発掘調査された焼失した住居の覆土から変形した裸オオムギが大震に出土した。

セミピヤートナヤ IT (CeMlIITJtTHaJt IT) 遺跡:初期鉄器時代クロノフカ文化期の遺跡で、

1982 年に発掘された 2 個の土器内の土壌から棟オオムギが出土した。

コルサコフ IT (KopcaKoBcKoe IT) 遺跡:やはり初期鉄器時代クロノフカ文化期の遺跡で、

1983 年と 1986 年の発捌調査で焼失住居を発掘し、裸オオムギ、コムギ、アワ、キピ、大立が出土し

ているが、すべての種子は小さくて半裁されているという。

キエフカ (Klle 也氏 a) 遺跡:クロノフカ文化期のなかでも紀元前後頃に位置づけられる遺跡で、

1979 年、 1980 年、 1981 年の発掘調査で、 2 号住居の土器内、焼失した 3 号-6 号住居の捜土から裸

オオムギとキピまたはアワが出ましている。

アヌーチノ (AHYQ Il HO) 遺跡:どの文化に属するかは不明であるが、紀光前後(紀元前 1 千年

紀末)頃の遺跡で、 1987 年の発掘調査で得られた土壌資料中から裸オオムギとコムギが検出されて
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第4 図 ロシア沿海地方の裁培縞物が出土した追跡分布
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調査を行なうことができた(第 4 図)。資料中には Yamishevichi ほか (1990) によった、ノポセ

リシェ遺跡、アヌーチノ遺跡、セミ・ピヤトナヤ E遺跡、キヱフカ遺跡など 4 遺跡からの栽培植物

は含まれておらず、報告にはなかった溺海時代のコシスタンチノフカ遺跡、金時代のエカテリノフ

カ遺跡とイズベストコパヤ遺跡からの資料が保存されていた。その際の調査概報については山田

(1994c) を参照していただきたい。

第 7 表は Yanushevichi ほか(1990) で報告されたものと、筆者が1993年に調査した結果をまと

めたものである。 Yanushevichi ほか(1990) で大豆とされていたものについては、形態、大きさ

が小笠であることを示し、さらに初出禁の形態が小立に特徴的な形態を示すことから大豆ではなく

小豆として表示した。今問調査できた資料には大廷が 1 粒も含まれていないことはあきらかである。

また、報告にはなかったヒエ、エゴマ、アサ、モロコシ、ベニバナ、ライムギ (SecalcereαleL.)

またはカラスムギ (AvenαfαtuαL.) の形態を示すものが新たに確認できた。

なお、ヤンコフスキー文化期のマラヤ・パドシェスカ遺跡と日本梅沿岸に近い地域に立地したオ

リガ文化期のシニア・スカリ遺跡から出土したオオムギについては、 lie年代測定を行なうための

サンプルを若干頂いて年代測定を行なった。マラヤ・パドジェスカ遺跡のオオムギについてはヤン

コフスキー文化期のものか上層のオリガ文化期のものであるか定かでなかったが、 2 ，510土80Y·B.P，、

2 ，540±80y.B.P. という測定債を得た。 ζの年代はヤンコフスキー文化期の時代と矛盾するもので

はない。シニア・スカリ遺跡のオオムギの測定値lま 1.490土80y.B.P.で、‘この年代憶もこれまで推

定されていたオリガ文化期の時代範囲内に収まる植である。

初期鉄器時代前半のヤンコフスキー文化の遺跡は沿海地方南東部沿岸の段丘上や砂丘上に分布す

る。なかでもペスチャヌイ第 1 遺跡は貝壕を伴う遺跡で、員塚からはイヌ、プ夕、ウジなどの家畜

の骨が多量に出土し、油揚・海上狩猟・採集だけではなく家畜飼育を行なっていたことが明らかに

oYanushevichi(1990) で紹告され. 1993 容の劉査で存在が磁箆で告た書童相自鎗物

ロ Yanushevichi(1990) で繍告されているが o 1993 俸の鋼釜で存在が積跨できなかった銭埼植物

。 1993 年の調査で存在が新たに磁箆で@た銭鑓植物

第 7 表 ロシア沿海地方の遺跡から出土した栽培植物

遺 E事 名九 iオオムギ lコムギ lキピ iアワ l ヒエ|ソパ l小笠 lエン I") 盟iエゴマ |アサ lライムギ lモロコシ lベロけ

初期鉄総時代(ヤンコフスキー文化期}

アヌーチノ遺跡 !日 I ロ l

マフヤ・パドシェスカ遺跡 10 I 101
セミ・ピヤトナヤ"遺跡 |ロ l

初期鉄穏時代{クロノフカ文化期}

クロノフカ遺跡 。 。 。

コルサコフ遺跡 。 ロ 。 ロ ロ?

セミ・ピヤトナヤl遺跡 。 。

キヱフカ遺跡 。 ロ?

セミ・ピヤトナヤIII遺跡 。 。 。 。 。

鉄録時代{オリガ文化期}

ノポセリシヱ III遺跡 l ロ

シ四ア・スカリ遺跡 10 1 101 ロ l I
理由湾湾代

時コラヱブスコヱ"遺跡 l 101
コンスタンチノフカ遺跡 10 10 10101 I@ 101 10 101 10 I む

金時代{女流文化}

シャイギンーガフディッシェ遺跡 。 。 。 。 。 。 。 。 。

イズベストコパヤ・ガラディッシェ遺跡。 。 。 。 。 。 。 。?
、ハ r山…

ヱカテリノフカ遺跡 。 。 。 。 。

アナエフカ・ガラディッシヱ遺鯵 。 。 。 。 。 。 。 。
。イ 。 。? 。 ょにコ

クラスキーノ菖地遺跡 。 。 。 。

いる。

ノボセリッシェ ill (HOBOCenHllle ill) 遺跡: 3-4 世紀の追跡とあるだけで文化期は不明。

年代からは鉄器時代と考えられる。裸オオムギが出土している。

シーニエ・スカーリ (CHHHe CKanhl) 遺跡:鉄器時代のオリガ文化期の遺跡で、 1980 年、

1981 年、 1984 年に発掴された焼失住居の覆土から採取された資料中からオオムギ、コムギ、キピが

検出されている。

ニコラエフスク H ・ガラディッシェ (HHKo~aeBCKO~rOpOBHllle) 追跡: 8 世紀から 10 世

紀の勘海時代の追跡で、住居跡と貯蔵穴から大豆が出土している・

シャイギン・ガラデ Pイツシェ (illaHrHHcKoe rOpOBHllle) 趨跡:金時代の女真によった 12­

13 世紀の山城漉跡で、各種職人の工爵、官鹿など 259 軒の住館跡が発掘されている。栽培植物は貯

蔵穴や倉庫跡、住居内ーの伊や臼の周囲、床から出土した裸オオムギ、皮っきオオムギ γコムギ、~エ
ンドウ豆、大豆、ソパなどがある。

アナニエフ・ガラデイツシ品 (AHaHHbeBCKoerOPOBHllle) 迫跡:金時代の防御~・農耕集

落とされている 12 世紀後半.-..， 13 世紀初頭の山城で、これまでに約 100 軒の住賠跡と 12 の鍛冶工房跡

なども発掴されている。栽培植物は住居床面、炉やカーン(暖房設備)の周囲から出土した探オオ

ムギ、皮っきオオムギ、コムギ、ァヮ、大豆、ソパなどがある。

2) 沿海地方の文化と 1993 年度の調査結果

1993 年にウラジオストク市にあるロシア科学アカデミー極東支

研究所に滞在し、民族縞物学セクションに保存されている 12 遺跡
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12. タラスキーノ追跡



されている(菊池・西本 1974)。一方、同文化期のマラヤ・パドシエスカ遺跡からは鉄斧・鉄製

ZTL31fT23弘;二L57LJLZL22215fL??:ヰニ
生業であったと考えられる。その時代は紀元前 1 千年紀頃とされている治、マラヤ・バドシエスカ
遺跡からのオオムギのIIC年代植が2.510土80y.B.P.、 2.540土80y.I3.P・であることから、紀元前 6 世
紀頃にはオオムギの栽培が行なわれていたことになる。ここから出土したオオムギの計視伴均値は

;iil;部品523目立:birriff了;31草

間21pt;話主主25:芸
能ifZ正225F223iJ2272
中国の団結文化の追跡J行なわれたIIC年代祖酬をもと仏紀元前 5世紀から紀元 1 世紀頃と推
定されている(臼杵. 1986)0 5 遺跡からのオオムギのうち計測が可能であったクロメフヵ、セミ
ピヤトナヤ皿、コルサコフの 3 遺跡での計測平均値は長さ 4.2......4 ・45mm X 幅2・5-3 ・ lmm X 厚さ 1・8......

2t133??Zitiff 午;お:たとされる文一跡跡一 l附l

:凱?空芸説恐 1号袈控日i主詰担日:き記説 i託説説説出i2説説玩出i記伝玩出日i示記託日叩1号苦皆叩i2詰叩:子出;待住;詰拡 z出:郭記出?詰訴 2誹5百百詰32主説:注訪己古措 i宗帯(誌杭器臨 E3車;主目在ilE;!!
L山;ニμ山山;二平式Jニ辺;コ;立出叩:T出出叩叩担了刀立111;江口江出;2立2?:2;;ムム;;与.仏↓らん品a品叫官官沼::;官:官zr:主t主古?;:誤認iJ212
なお、臼杵(1986) の指摘にもあるように、シニア・ 3

物も出土吋り、時期的iこ並行川た綜縄文化や続く糊文化とのケ明瞭ではない。

コ対立?12377fjT????1!?;;;1312;251i111i
::;t:ぷ;み;;五:出;;;。出土したオオムギの計測平均値は長さ4.9mm X 幅3.23

t112よL4211rzrdf主となり、シャ\イギン、ァナニエフカなど 4ガラ
-T .(""Y エ遺跡からは、溺海時代までの遺跡で出土が確認、されていた栽ヲ植物の?三台、ペ:

252ii三三五五誌詰こえ;訪問
までのものと、長さ 4.78......5 伽;;高2i~3iW陣さ 1.8-2 伽、長さ/幅の指数が1.71-2.12

のものがあり、言 1- i!N値・形態から 2 タイプF
区分できる。

第 8 表 沿海地方の各遺跡から出土したオオムギの計測平均値

C単位曲目)

遺跡名 長さ 鍋 隠さ 設さ/繍

a.マラヤ・パドシヱスカ 5.04 3.36 2.54 1.5
b.クロノフカ 4.45 3.1 2.3 1043
C. コルサコフ 4.2 2.5 1.8 1.68
d. セミ・ピヤトナヤ i 4.2 2.9 2.33 1.44
e.シニア・スカリ 5.22 3.28 2.41 1.59

f. コンスタンチノフカ 4.9 3.23 2.61 1.51

g. イズペスト・コパヤ{カサ) 4.96 2.66 2.21 1.86

h. イズペスト・コパヤ(土鑓下} 5.46 3.19 2.59 1.71

i. イズペスト・コパヤ(土怨下) 5.13 3.36 2.62 1.52

j. アナーヱフ 20 号伎居心 4.9 31 2.3 1.63

k.7ナニヱ 7 34 号住居 4.68で 2.77 2.14 1.68

I.アナーヱフ 37 号住属 5.29 2.93 2.18 1.8
m.アナニヱフ 47号住農い 4.98 3.2 2.44 1.55
n. アナニヱフみ 56 寄金提言ご十 5.01日 2.66 3斗1. 96 1.88
O. アナニヱフ 67 号住居 J 十 5.1 とい 2.4 1;8 ミ日2.12

p.アナニヱフィ 7 1 号住底 4.78 2.54 ひ1. 98 ナ 1.88

q. アナニヱフ 90 号住居 5.14
十

3.31 2.5 ぺ1. 55

行1

幅

4

i

d織ぷ〆b

一
:3急与'

〆18'0

: @鉄器時代:
; 口溺海時代 j

jo金時代 j
3

2

5 6 長さ
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第 5 図 ロシア沿海地方出土オオムギ平均銭

第 9表沿アムール川地域の遺跡から

出土した栽培植物

通 跡 名 キピ アワ

初期鉄砲時代{ポリツヱ文化期}

ポリツニ1:1遺跡」 LQ-,-- I
。ヶレヴォilC書 ¥0

~- .・........... "_.“ ココ

第10表中国東北部の遺跡から出土し

た栽培様物

遺 跡 名 キピ 7 ,} 大!!

寓鼠硯土m文化

鳳聞江宙牛泊遺館 。 。 。

皿n江音大Ii丹辺勝 。 。 。

自結文化

閉館遺跡 。 。

E事情文化初臨

.lin江書..週鎗 。 。

-酬川内白剖 ....L l ,na '7\ ,..
...・}によ畠

n,u

上記のように、初期鉄器時代ヤン

コフスキー文化期にはオオムギ、コ

ムギ?、キどが存在し、続くクロノ

フカ文化期にアワ、一小豆などが、崩

海時代になってソパが初めて出現し、

金時代になってさらに栽培される作

物数が増加するとともにヒヱが初め

て登場することがあきらかであろう。

現地調査できたオオムギの計測平

均値を第 8 表に示し、長さと鱈を指

標としたプロット図を第 5 図に示し

た。、初期鉄器時代から溺海時代まで

のオオムギは長さ 4.2mm......5.22mm，.ill
·2.5mm-3.36rnm ，摩さ1. 8mm......2.61mm で、

長さ〆鱈の指数はである。

~一方 4金時代の
ι

アナニエフ、イズペス

トゴパヤなどのガラデイツ

出土じたオオムギには

数が1. 51- 1. 68 を示ッ Uり」、

2:12 を示すものとがあり元金時代に

なって 2' 夕イプのオオオオオ:ムギが存在し

fたこ ζ とカが fわかる。 Yanushevichi 註i Iほま

か (α19 叩90の)でも操オオムギと皮皮♂付き

オオムギの存在が指摘されているが、

細かな検討を行なつていないため~

形態.

皮付きオオム 4ギfがどう対応するか lはま

不明である。

長さ/幅の指数が1. 44"';'; 1. 68 をし

めすロジア沿揚地方のオオムギが、

北海道のオホーツク文化期および石

狩低地帯以北の擦文時代の遺跡から

出土したオオムギに極めて類似した

形態をもつものであることはあきら

かであろう。

3) アムール 111 流域

アムール川流域では 2 遺跡から栽

培植物が確認されているだけである

(第 9 表)。出土しているのは沿海地

方の初期鉄器時代クロノフカ文化期



に相当するポリツエ文化期のポリツエ I 遺跡第 2 号住居中央の土器内などからのキピ(加藤， 1988)、

同文化期のクレケボ遺跡からのアワ(松主主. 1988) で、韓鞠文化、アムー Jレ女真文化(パクロフカ

文化)の作物は不明である。

4) 中掴東北部

4 追跡から、鎗no表に示したキピ、アワ、大豆の出土が報告されている。ロシア沿海地方のヤン

コフスキー文化期頃に相当する:槌歌樹上属文化の黒竜江省牛場遺跡と同省大牡丹逃跡からキピ、ア

ヮ、大豆 ()Jf/雌. 1988)、クロノフカ文化期に相当する団結遺跡からのアワ、キピ(村上，…1987)、

掠縄文化期初頭とされる黒竜江省東康遺跡からのアワ、キピ(加藤. 1988) である。

4 栽培植物からみた大陸との交流

縄文時代前期末頃に北海道西南部に出現したソパから、一擦文時代・オホーツク文化期になうで全

道各地に分布したオオムギまで、北海道にも数多くの栽培植物が伝播し、それぞれの時代の中で生

活の中に取り込まれていたことをこれまでに述べてきた。なかでも数多くーの栽培植物がみられる擦

文時代にあっては漁掛・狩猟で得られた食料資源と同様によ日雑穀農耕によった生産物が大きなり

イトを占め、佐々木(1991)によるナラ林文化の農耕段階に達していたことにもはや疑問はない。

山田 (1990) では北泌道への栽培植物の伝播が、縄文時代前期末から擦文時代までの関に 4 回あづ

たとしたが、現時点においてもほぼ同時期頃に 4 回の伝播が認められる。

第 1 回自はソパが出現した縄文時代前期後半期で、この時には栽培種のソパとクリ、漆器製作技

術などが北海道西南部の円筒式土器文化圏に伝播している。

第 2 回目は縄文時代中期末から後期にかけた時期で、この時にもソパ、シソ、ホーズキ、ゴボウ

と漆器製作技術、トチノキのアク抜き技術が加曽利B式系土器文化などとともに北梅道中央部まで

達し、加留事IJB式系土器は北海道一円に分布しただけではなく、一部の文化要素はサハリンにまで

達している。

第 3 回目は縄文時代晩期末から続縄文時代にありオオムギ、アサ、ゴボウ、ヒメニラ、ホーズキ

などが伝播してきた。この時期には南からは弥生文化要素である金属器や土器文化などが、北から

は鈴谷式土器やオホーツク文化などが北梅道に進出している。続縄文時代時代の墳墓には多量のコ

ハク玉が副葬されているが、コハクもサハリンから渡米してきた可能性が強い。

第 4 回目が続縄文時代時代末期から擦文時代で、カマドを備えた住居、多量の鉄器、機織技術、

鍛冶技術とともに完成された焔作物としてのオオムギ、コムギ、アワ、キピ、小豆、シソ属、ベニ

バナ、モロコシと農耕技術が伝播した。栽培植物はこの時になって初めてそれまでの北限であづた

石狩低地帯を越えた北梅道各地に達する。

4 回にわたる栽培植物の伝播は主に本州方面からであったが、縄文時代前期後半の第 1 回目を除

いた後の 3 凶には本州とだけではなく、 1J[)曽事JJB式系土器や貝製平玉、黒耀石などのサハ…リンへの

北上、続縄文時代時代後半期における鈴谷式土器の北梅道への南下と後北式土器のサハリンへの北

上など北海道以北の集団との接触が行なわれている。北の文化との接触のなかで最大の事象は、 5

-6\世紀頃のオホーツク文化集団の北海道への南下であろう。このような北の文化との接触のなか

で北海道に渡米したとしたほうが考えやすいいくつかの北方系栽培植物がある。縄文時代後期と続

縄文時代時代に出現するゴボウと、統制文時代時代になって出現するアサーオホーツク文化期およ

び北海道北部・東部の擦文時代のi段跡から山上するオオムギで代表される作物などがそれである。
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ぷ:;42??f??; しと ;Z337 辺?みよ ;;;:;;ff したカまたは直接
1)'オオム千

代?:;tj;;;; ムftZ?t::;f ムギが出土するのは縄文時間期末からで、擦文時
晩期の塩谷 3 遺跡からのオオムギは長さ 5.5m~X 騎3.5 四×厚さ 2.7 闘で、長さ/踏の指数は1. 57 で

あるが、熱膨張による主主形が著しく正確な大きさとはいい難い。比較的保存がよい続縄文時代時代
の K1 摘跡のオヂムギは長さ 6.1 棚×稿 2.7mmX 厚さ 2.0mm で、長さ/輔の指数は 2.5 、同時代の餅谷
沢遺跡のオオムキは 6・2mmX 幅2・7m四×厚さ 2・6mm で、長さ/輔の指数は 2・29 と、 5 ・6mmX 椙1・ 9mmx/ 事

32: 三苫毘ま主主立?た:のオオムギは後の擦文時代になって出現する
擦文時代に入るとオホーツク文化期のものも合一て 15遺跡からオオムギが出土している。出土数
が少なかったため計測札値一覧表に示さなかった蘭島 C遺跡のオオムギは長さ 6.1 mmx 幅3.0mm で、
長さ/幅の指数は 2・D3 、 K435 遺跡のオオムギは長さ 4・9mmX 幡2・4mm ><厚さ 1・ 7mm で、長さ/胞の指
数は 2.04 で、ともに f普通積オオムギ J の範暗に含まれス ま t.: 叫測値などが公表されていない
大川遺跡のオオムギも形態的には「普通種オオムギ j id似しよも Lである。
これまでに出土したオオムギの分布をみると、「普適穏オオムギ JIま石狩低地帯周辺の擦文時代

前期から中期の 4 遺跡と北海道西南部の後期の 1 遺跡に限られる。また、この種のオオムギはコム
ギを伴う。第 3 表と第 3 閣であきらかなように「普通種オオムギ j は東北地方北部の平安時代の
追跡ゃ、関東平野の奈良時代の遺跡から出土したオオムギに類似した計測値を示すもので、図版等
でみるかぎりでは形態的にも類似している o 計測儲や形態をもとすると、「普通種オオム は i
作農耕と怖を行なっていた東北地方北部で麗開された農耕文化聞からの伝播と考えまるふ:
一方、「擦文オオムギ j が円土するのは 8 世紀から 9 世紀のオホーツク文化期の遺跡と、石狩低

地帯および以北の 10世紀後キ以後の擦文時代中期後半から後期の 7遺跡叫毘られ、コムギを伴うこ
とはない。「擦文オオムギ J に類似したオオムギは岩手県五庵 I 遺跡の中 百世に位置づけられる
住居跡から出土したもの以外に〈松谷 1986b) 、東北・関東地方出土のオムギに類例はない。た
だ、吉崎(1 994) によると、類似した形態をもつものが福岡県鴻踊館祉 (7......10 抵紀)から出土す
るという。また、星 111 (1987) によっては朝鮮半島の一部から西日本、関東にかけた地域のオオム
ギの在来種のなかに短粒品種(渦性)がみられるという。だが、現状では 81世紀から 12世紀の北海
道北部および東部で栽培された…「擦文オオムギ j と吉崎(1 994) 、星 JJI (1 987) で指摘されたオオ
ムギとの関係は不明である。

視点を大陸側に転じると、ロシア沿海地方の初期鉄器時代から金時代までの遺跡から出土ーしたオ

552? 孟立諸説 :JZ7312JLI エ;二
さて、網走市モヨロ貝塚、常日町栄浦日遺跡、枝幸町目梨泊遺跡などのオホーツク文化の遺跡五;

らは、 μ青銅製帯飾など大陸の鞍鞠文化につながる金属器が出土し、稚内市オンコロマナイ員塚~
文島番深井 A遺跡、常呂町栄浦 E遺跡、同町トコロチャ久根室市オンネモト員塚などでほ豚
が出土して、オホーツク文化の集団に中国の史書に記された勿吉一鞍鞠に適ずるような豚飼育に頚マ
似した習俗があったことも知られている。
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程で擦文社会の中に取り込まれたものと考えられる。

2) ソパ

1975年iこから 1978年頃に天場町天塩川口遺跡の擦文時代の竪穴住居床面や、千最市三角山D遺跡

などからソパが栽培容れていたことを示すソパ崩花粉が検出された頃、加藤(1980) によってこれ

らのソパが沿アムール・沿梅地方地方から伝播したものとする見解が提出志れた。その後、縄文時

代晩期や続縄文時代時代の地跡からソパ偶花紛が検出されるようになると、加藤(1981)では「ア

ムールq. ・ードiJffと北海道との縄文後・晩JOJにおける文化交流の中に1 ソパ裁培という文化援業が流

れ込んできた可能性があるのであるj として、ソパの渡米時期が縄文晩期頃であったとした。

北梅道では縄文時代前期末のソパがあり、後・晩期そして続縄文時代時代の石狩低地帯および以

南の遺跡からソパ属花紛が検出され(山田. 1992)、那須(1981)、安田(1984) によっても日本列

島全体でもやはり縄文時代前期から娩期にかけてソパ裁培が行なわれていたことがあきらかになっ

ている(第 6 図〉。

道内でソパの種実もしくはソパ属花粉が検出された埠跡の、それぞれの時代における文化要素を

みると、縄文時代前期はもとより、後・晩期、続縄文時代時代には北からの影響がみられるものの、

主体となったのは東北地方北部で展開された文化の関連性が強いもので、ソパ栽培についても、大

陸から北海道に直接伝わったとするよりは、東北地方につながる文化要素と一連のものである可能

性がより強い。

加藤(1980、 1981)でソパ栽培が行なわれた可能性が指摘されているロシア沿海地方の初期鉄器

時代から金時代までの12遺跡から出土した栽培植物遺体の調査結果でも(山田. 1994c)、ソパが出

土するのは融海時代のコンスタンチノフカ追跡からのものが最も古く、初期鉄器時代、鉄器時代の

遺跡からソパは出土しない。コンスタンチノフカ追跡でのソパの出土量をみても、他の作物に比較

してその量はきわめτ少ないものであった。ソパが{自の作物と同じ比率で出土するのは金時代になっ

てからで、シャィ引やアナニエフなどのガラデイツシェからは多量に出土しているιコンスタン
チノフカ追跡は古く遡っても 8 世紀末の追跡で、縄文後・晩期や続縄文時代時代に北海道から出土

するソパが大陸沿海地方から伝播したとするには時間差があり無理である。

大陸沿海地方がこのような状況にある限り、北海道の後・晩期以降の遺跡から発見されるソパが、

大陸沿海地方・沿アムールJII地方から直接北海道に伝播したソパをもとにしたものとはいい難い。

むしろ、北梅道および日本列島各地でのソパは、沿海地方のより南の地域から本州日本海側に何度

かにわたって伝播し、それが東北地方を経由して諸々の文化要素とともに北・海道に到着したとするョ

方が考えやすし、

今後さらに古い時代の遺跡からソパが発見される可能性があり断定はできないが、崩海時代になっ

て沿海地方で初めてソパが出現することが確実となれば、車己元727年から922年までの間に35毘にわ

たって来日した描海使によって、日本で栽培されていたソパが大陸東岸にもたらされた可能性も考

えられるのである。

3) ゴボウ

青葉(1981)によると、ゴボウは中国北部、シベリアからヨーロッパにかけて広一く野生じ、日本

で栽培されているゴボウは、外国の縫物をわが国で改良して野菜に Lた唯一のもであるとしている。

追跡から出土したゴボウの種子で最も古いのが、縄文時代前期の福井県鳥浜民塚からアサーシソ、

エコ'マなどとともに出土したゴボウで、{出iこは佐賀県東締法跡の縄文時代晩期のものがある低閥、

1986)。北海道の遺跡では、縄文時代後期中葉の小樽市忍路土場遺跡からシソーホ-ズキ、ソパ属
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花扮とともに出土したゴボウと(矢野. 1989a) 、続縄文時代前半期から後半期への移行期にあたる

江別市江別太遺跡からアサ&ともに出土したゴボウがある(矢野. ·198 1)。

縄文時代後期中葉のゴボウはシソなどとともに本州方面から伝播してきたとも考えられるが、 ζ

の時期に船泊上 j書式土器、貝製平玉、北海道産黒耀石などがサハリンで発見され、サハリンもしく

は大陸文化との聞になんらかの接触があったことが知られている。沿海地方・沿アムール地方には

現在でも各地に野生のゴボウが自生しており、ことによってはサハリンにも古い時代からゴボウが

自生していた可能性がある。

周知のようにゴボウの種子は衣服などに付着し易〈、意図的に運搬しなくても人体に付着して種

子が移動する。青葉 (1988) では、野菜に改良されるまでゴボウは薬用に使用されたとされており、

縄文時代において薬用植物として伝播したと考えられるが、意図しないままに人体に付着して運ば

れて遺跡周聞に分布した可能性もある。

続縄文時代時代にはゴボウとアサが共伴するが、この時期にはサハリン産の可能性が強いコハク

やサハリン南部の鈴谷式土器の南下、後北式土器のサハリンへの北上といった現象がみられる。ァ

サもゴボウと同様に沿海地方・沿アムール地方に自生する植物である。鈴谷式系土器はアムール川

下流域のカルチョーム I 遺跡でも出土しており(右代. 1993 、右代・山田， 1993) 、鈴谷式土器も

北海道に南下してきたばかりではなく北上していたこともあきらかで、その過程で=サハリンを経由

してアサやゴボウが北海道に怯播してきたことが考えられる。

次いでゴボウが北海道に出現するのは江戸時代末期である o とはいっても種子が出土するのでは

なく、記録に登場する。

松浦武四郎が弘化 3·· (1 846) 年に蝦東地を再航した際の『再航蝦夷日誌巻之九』のなかに、現

在の稚内市周辺にあたるカン子コに、「平浜。麗荻、虎杖多し。午葬多く生たり。是よりソウヤ造

同じき平浜にし而波浪静なり J とあり、ソウヤでは「樹木なし。只虎杖、問、茅、烏頭、故塊、牛芽

等繁茂したり。 j とした記載があり、向日誌の巻之拾には、宗谷岬近近くのヲシヨロマナイ付近で

「小 JII 有。橋有。水浅し。(略)牛芳、虎杖、盟多く生たり。 J、その先のエジャトンでは rill 脊。 Ifl

六関といへども共ニ水浅し。・海岸平機。岩多 Lo 1叱島北の方に出 fこる岬なり。陸の方平 LUo L:j::芳、

虎杖、故塊多し。 J と記載されている。さらに、雄武町沢木より南のホンナイでも「此処サワキより

凡十丁と思わる。(略)J11有。沢適り箪しげり虎杖、烏杖多く生たり o 午芳多し。 J とした記載がある。

このように、江戸時代の宗谷会所があった付近から雄武町にかけた地域に野生のゴボウが分布し

ていたことを、武四郎の日誌から読みとることができる。このようにゴボウが分布した要因と Lて

は、栽培されていたゴボウが畑からエスケープしたことが考えられる。 f再航蝦夷日誌』には武四

郎が日本海岸を北上した際に、随所の番麗などで栽培されていた作物が記載されているが、その中

にゴボウは登場せず、北海道北部ではまだ栽培されてはいなかったと考えられる。次に考えられる

のがサハリン方面から伝播である。

明治 39 年 6 月から 10月にかけて宮部金吾、三宅勉両氏によって行なわれた、樺太の植物調査概

報である f樺太植物調査概報』の第二節食用植物の項には、「ごぼう J の名が認され、ゴボウが自

生していたことがわかる。

また、北梅道立文書館に保管されている、寛政 3 (1 79 1)年に樺太を訪れた松前簿士によった

『蝦夷唐太島之記 山担満州等之記』に rc略)ルヲタカとゆ所に候。蝦夷人沢中に家賠仕、地方山

手は平野にて、樹木陣藤松多し同所より東方へ五毘程の方頗沢辺にて、蝦夷人の住居六か所(略〉

おっこの木、おひょうの木、かひの木、楓、午房、当帰、黒百合(以下略 )J と、ルヲタカ(留多
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GoroYAMADAandAkiyoTSUBAKISAKA

PropagationofcultivatedplantsfromtheContinent

CultivatedplantswerepropagatedtoHokkaidofourtimesduririgea.rlyJornon<and
Satumonperiods. Mostofcultivatedplantswerepropagatedfromthesouth(Hollshll),but

slightelementsfromthe.northareincludedthreetirnesilltheEpi-JomonEpoch.Assllchplants

burdocks(Arctium)occurredfromthesitesoflateJomon Period,burdocksa.ndhemps
ceα nn αbis) fromtheEpi 嶋Jomon Epoch ,barleys(Hordeum) ,andmillets(Panicum)andfoxtail

millets(Setari α) areincluded.AlthoughlifestylesduringtheOkhotskCultureweremaintained

fundamentallybyfishingandhuntingsea-beasts,andcropcultivationwasutterlyneglectedin

previousstudies.Occurrenceofbarleysandothercultivatedplantsfromtheseremainsofthe

OkhotskCultureshowsanuptakeofthesecropsasfoodresourcesofthepeopleatthattime.

Amongthesecultivatedplantsbarleysshouldbeespeciallynoted.Thisplantoccurrsalsofrom

theSatumonPeriod,andfromourpreviousstudiesitbecameevidentthattherearetwomorｭ

phologicaFtypes•ofbarleys,andthedistributiollboundaryofthemis..separatedbyIshikari

Lowland; “ Normal barleyspecies",whichoccursfrorntheIshikariLowla.ndanditssouthern
area,arethesa.rnespeciesfromTohokuregionofHonshu,butincontrast"Satllrnonbarleys"
whichoccuI"redfromthesitesoftheOkhotskCulturePeriodbelongstothesa.rnet:ypeofbaI"ley
whichoccurredfromShihote 嶋Alin regionoftheContinent.Thecultivated.ｷpla.ritsincluding
barleyswerepropagatedinabout8thcenturyfromtheContinentaccompariyingiwithiother

metalproduCtsofthecontinentaltypewhichwerefouridfromthesitesoftheOkhotskCulture,

andaftef10thcentury\~hen theOkhotskCtiI turewasde~troyed andabsorbedilltotheSaturnon

Culture,cultivationwastakenintotheSaturnonCultureandcontinuedinnorthernarideastern

Hokkaido.
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間版一 1 遺跡から出土した「擦文オオムギJ

-134-


